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・
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・
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後
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私
の
歩
い
た
山
々
「
谷
川
連
峰
・
会
津
・
越
後
」 

  
 

一
、
谷
川
連
峰
（
上
越
国
境
）
の
山
々 

 
 
 

谷
川
岳
・
万
太
郎
山
・
仙
ノ
倉
山
・
平
標
山 

 
 
 

谷
川
岳
・
茂
倉
岳
・
蓬
峠
・
朝
日
岳
・
白
毛
門 

 
 
 

吾
策
新
道
・
万
太
郎
山 

 
 
 

巌
剛
新
道
・
谷
川
岳
・
天
神
平 

 
 
 

旭
原
・
大
源
太
山
・
七
つ
小
屋
山 

 
 
 

湯
沢
・
平
標
山
・
仙
ノ
倉
山 

 
 
 

三
国
峠
・
大
源
太
山 

 
 
 

土
合
・
白
毛
門 

  
 

二
、
尾
瀬
・
会
津
の
山
々 

 
 
 

尾
瀬
・
至
仏
山 

 
 
 

川
場
・
上
州
武
尊
山 

 
 
 

（
尾
瀬
・
燧
ヶ
岳
） 

 
 
 

（
尾
瀬
ヶ
原
） 

 
 
 

（
会
津
駒
ヶ
岳
） 

  
 

三
、
越
後
の
山
々 

 
 
 

（
巻
機
山
） 

 
 
 

（
八
海
山
・
越
後
駒
ヶ
岳
・
中
ノ
岳
） 

 
 
 

（
平
ヶ
岳
・
浅
草
岳
・
守
門
岳
） 
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↑ 谷川岳・西黒尾根上部からトマノ耳（左）・オキノ耳 

 
一
、
谷
川
連
峰
（
上
越
国
境
）
の
山
々 
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   ↑ 大障子避難小屋から夕陽に染まる赤谷川本谷 

一
、
谷
川
連
峰
（
上
越
国
境
）
の
山
々 

 
 

 
「
谷
川
岳
・
万
太
郎
山
・
仙
ノ
倉
山
・
平
標
山
」 

 
 
 
 
 

（
二
〇
一
〇
年 

八
月
五
・
六
日
） 

●
登
山
口
ま
で
の
ア
ク
セ
ス 

  

前
回
の
谷
川
岳
・
馬
蹄
形
縦
走
と
違
い
、
国
境
稜
線
の
縦
走

は
、
登
山
口
と
下
山
口
が
異
な
る
。
色
々
考
え
た
が
「
車
利
用
」

は
か
な
り
ム
リ
が
あ
り
、
公
共
機
関
利
用
で
計
画
し
た
。
行
き

は
上
毛
高
原
ま
で
、
帰
り
は
越
後
湯
沢
か
ら
新
幹
線
を
使
う
と

い
う
豪
華
さ
。
但
し
、
交
通
費
は
え
ら
く
高
い
も
の
に
つ
い
た
。 

  

上
毛
高
原
か
ら
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
駅
ま
で
直
通
バ
ス
が
接
続

し
て
い
た
。
水
上
駅
か
ら
大
勢
が
加
わ
り
、
見
な
れ
た
道
を
バ

ス
で
走
る
。
八
時
四
五
分
に
着
い
た
。
天
神
平
に
は
九
時
、
シ

ャ
ツ
を
脱
い
だ
り
モ
タ
モ
タ
し
て
一
五
分
過
ぎ
に
歩
き
始
め

る
。
テ
レ
ビ
ス
タ
ッ
フ
の
風
情
の
人
た
ち
が
白
毛
門
の
山
々
を

写
し
て
い
た
。 

 

●
天
神
平
か
ら
避
難
小
屋 

 

  
天
神
平
は
ま
だ
青
空
が
広
が
り
、
こ
れ
か
ら
の
暑
さ
を
予
感

さ
せ
て
い
た
。
田
尻
尾
根
の
分
岐
な
ど
、
見
な
れ
た
道
標
を
ガ

イ
ド
時
間
通
り
に
過
ぎ
、
ほ
ぼ
予
定
通
り
避
難
小
屋
に
着
い
た
。
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中
に
は
大
勢
が
休
ん
で
お
り
、
外
の
方
が
涼
し
い
。
平
日
な
の

に
結
構
人
が
多
い
。
夏
休
み
な
の
で
小
中
学
生
連
れ
の
夫
婦
も

何
組
か
見
ら
れ
た
。
若
い
人
た
ち
も
い
た
が
、
そ
の
他
大
勢
は

中
高
年
た
ち
だ
っ
た
。 

 

●
避
難
小
屋
か
ら
肩
の
小
屋 

  

小
屋
を
過
ぎ
て
森
林
限
界
が
近
づ
い
て
く
る
と
、
霧
が
流
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
風
が
加
わ
れ
ば
、
暑
さ
は
和
ら
ぐ
。
こ
こ

か
ら
天
狗
の
た
ま
り
場
ま
で
一
時
間
、
天
神
ザ
ン
ゲ
岩
ま
で
一

時
間
と
、
ガ
イ
ド
の
タ
イ
ム
や
前
回
の
時
間
よ
り
、
暑
さ
と
荷

の
重
さ
（
今
回
は
一
キ
ロ
）
で
、
さ
す
が
に
余
分
に
か
か
っ
た
。 

  

肩
の
小
屋
の
下
の
、
前
回
は
豊
富
な
雪
田
だ
っ
た
と
こ
ろ
が
、

雪
が
全
く
消
え
、
つ
ら
い
階
段
が
出
て
い
た
。
も
う
一
二
時
を

過
ぎ
て
お
り
、
早
出
の
日
帰
り
組
は
ど
ん
ど
ん
下
っ
て
く
る
。

や
っ
と
肩
の
小
屋
の
広
場
に
出
た
。
何
回
も
登
っ
て
い
る
ト
マ

ノ
耳
・
オ
キ
ノ
耳
は
、
ガ
ス
ッ
て
い
る
し
時
間
的
に
も
厳
し
い

の
で
パ
ス
し
た
。
丁
度
出
て
き
た
肩
の
小
屋
小
屋
の
管
理
人
さ

ん
に
、
大
障
子
避
難
小
屋
や
水
場
の
様
子
を
聞
い
て
、
問
題
な

し
、
と
の
こ
と
な
の
で
一
二
時
四
〇
分
に
出
発
す
る
。 

 

● 

肩
の
小
屋
下
に
素
晴
ら
し
い
お
花
畑 

  

国
境
稜
線
は
、
こ
こ
か
ら
万
太
郎
山
（
か
つ
て
吾
策
新
道
か

ら
往
復
し
て
い
る
）
ま
で
と
、
万
太
郎
か
ら
仙
の
倉
山
（
こ
こ

も
元
橋
か
ら
平
標
山
経
由
で
往
復
し
て
い
る
）
の
間
の
稜
線
が

私
に
と
っ
て
未
踏
の
領
域
と
な
る
。
小
屋
前
の
ベ
ン
チ
で
少
し

腹
ご
し
ら
え
し
た
。 

  

肩
の
小
屋
か
ら
オ
ジ
カ
沢
の
頭
を
目
指
す
。
霧
に
巻
か
れ
た

尾
根
を
下
る
と
、
お
花
畑
が
出
現
し
た
。
こ
こ
は
人
の
知
ら
な

い
秘
密
の
花
園
だ
ろ
う
（
小
屋
か
ら
一
〇
分
ほ
ど
下
っ
た
と
こ

ろ
…
花
の
写
真
の
半
分
は
こ
こ
で
写
し
た
）。 

 

●
肩
の
小
屋
か
ら
中
ゴ
ー
尾
根
分
岐 

  
霧
の
尾
根
筋
を
歩
く
。
時
折
、
俎
嵓
（
ま
な
い
た
ぐ
ら
）
や

天
神
尾
根
、
分
け
入
る
谷
川
南
面
の
沢
（
オ
ジ
カ
沢
・
ヒ
ツ
ゴ

ー
沢
）
が
、
霧
の
切
れ
目
に
広
が
る
。
人
が
通
ら
ず
下
草
・
笹
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の
切
り
開
き
が
さ
れ
て
い
な
い
。
水
滴
で
下
半
身
が
ぐ
っ
し
ょ

り
濡
れ
る
。
し
か
も
足
場
の
濡
れ
た
下
り
で
疲
れ
が
ど
っ
と
来

る
。
ほ
ど
な
く
中
ゴ
ー
尾
根
の
分
岐
に
出
た
。
霧
が
晴
れ
て
尾

根
筋
が
見
え
た
。 

 

●
中
ゴ
ー
尾
根
分
岐
か
ら
オ
ジ
カ
沢
の
頭 

  

尾
根
の
分
岐
か
ら
、
な
だ
ら
か
だ
っ
た
国
境
稜
線
が
痩
せ
て
、

岩
ゴ
ツ
の
険
し
い
道
筋
と
な
り
神
経
を
使
う
。
霧
が
深
く
両
側

の
谷
筋
が
見
え
ず
高
度
感
が
な
い
の
が
救
い
（
残
念
？
）
。
稜

線
を
伝
う
強
い
風
（
霧
の
流
れ
）
に
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
。 

  

途
中
、
岩
尾
根
で
、
草
刈
り
機
で
切
り
開
き
作
業
を
し
て
い

る
人
に
出
会
う
。
何
年
か
前
、
万
太
郎
山
の
登
り
で
も
出
会
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
お
礼
を
言
っ
て
先
に
出
る
。
そ
こ
か
ら
先
は
、

さ
ら
に
笹
が
深
く
な
り
腰
を
越
え
る
深
さ
と
な
る
。 

 

●
オ
ジ
カ
沢
の
頭
か
ら
避
難
小
屋 

  

道
は
狭
く
厳
し
く
な
っ
た
り
、
穏
や
か
に
広
が
っ
た
り
と
変

化
が
激
し
い
。
天
気
も
急
に
日
差
し
が
出
た
り
、
瞬
く
間
に
霧

に
包
ま
れ
た
り
と
、
こ
ち
ら
も
忙
し
い
。
そ
ろ
そ
ろ
体
力
的
に

も
し
ん
ど
く
な
っ
て
き
た
こ
ろ
「
オ
ジ
カ
沢
の
頭
」
に
着
い
た
。

細
長
い
道
標
の
み
の
頂
き
だ
っ
た
。
す
ぐ
そ
ば
に
カ
マ
ボ
コ
型

の
避
難
小
屋
が
あ
っ
た
（
狭
苦
し
く
せ
い
ぜ
い
三
人
…
き
れ
い

で
は
あ
っ
た
が
）。 

  

オ
ジ
カ
沢
の
頭
か
ら
下
り
に
入
る
と
、
霧
が
部
分
的
に
晴
れ

て
、
稜
線
が
な
だ
ら
か
に
下
り
な
が
ら
続
い
て
い
る
の
が
見
え

た
。
ま
た
霧
の
中
に
入
る
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
突
然
大
き
な

ピ
ー
ク
が
眼
前
に
現
れ
る
（
小
障
子
の
頭
）
。
こ
れ
を
越
え
る

と
、
ま
た
な
だ
ら
か
な
尾
根
が
広
が
り
、
そ
の
先
に
今
夜
泊
ま

る
「
大
障
子
の
避
難
小
屋
」
が
見
え
て
き
た
。
さ
す
が
に
ホ
ッ

と
し
た
。 

 

●
大
障
子
避
難
小
屋
（
水
場
往
復
） 

  
一
五
時
三
〇
分
に
小
屋
に
着
い
た
。
ド
ア
を
開
け
る
と
「
ム

ッ
」
と
す
る
。
中
は
こ
ぎ
れ
い
で
一
〇
人
近
く
泊
ま
れ
る
広
さ
。

こ
の
日
は
私
ひ
と
り
占
め
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
と
り
あ
え
ず
荷
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物
を
置
い
て
、
水
場
に
行
く
。
案
内
に
従
い
笹
中
の
道
を
下
り
、

ガ
レ
場
に
出
る
（
ガ
イ
ド
で
道
悪
し
と
あ
る
）
。
一
〇
分
余
り

で
水
音
が
聞
こ
え
、
水
場
に
出
た
。
結
構
な
水
量
だ
。
思
い
っ

き
り
飲
み
、
顔
や
頭
を
洗
う
。
雷
が
し
て
大
粒
の
雨
が
落
ち
て

き
た
。
三
・
五
リ
ッ
ト
ル
の
水
を
確
保
し
て
小
屋
へ
戻
る
。 

  

小
屋
に
は
や
は
り
誰
も
着
い
て
お
ら
ず
、
今
宵
は
ま
た
独
り

ぼ
っ
ち
の
宴
に
な
る
。
新
品
の
マ
ッ
ト
が
調
子
い
い
。
さ
っ
そ

く
ウ
イ
ス
キ
ー
の
水
割
り
、
か
き
ピ
ー
と
さ
ん
ま
か
ば
焼
き
の

缶
詰
が
つ
ま
み
、
食
事
は
牛
丼
、
外
は
ま
だ
明
る
い
。 

  

明
か
り
と
り
や
換
気
の
た
め
に
開
け
て
あ
る
ド
ア
か
ら
、
谷

川
岳
・
オ
ジ
カ
沢
の
頭
（
ト
マ
ノ
耳
・
オ
キ
ノ
耳
は
ち
ょ
う
ど

オ
ジ
カ
沢
の
頭
の
陰
に
な
る
）
に
続
く
尾
根
シ
ル
エ
ッ
ト
と
な

り
浮
か
び
上
が
る
。
夜
の
帳
が
下
り
る
。 

 

●
小
屋
で
出
発
準
備 

  

夜
中
の
一
二
時
こ
ろ
に
目
覚
め
る
。
ま
だ
コ
ッ
プ
に
ウ
イ
ス

キ
ー
が
残
っ
て
い
る
の
に
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
よ
う
だ
（
八
時

前
？
）
。
小
屋
前
で
放
尿
、
山
々
は
ま
だ
ガ
ス
の
中
、
天
空
に

は
月
と
星
が
見
え
て
い
た
（
天
気
を
期
待
）。 

  

三
時
少
し
過
ぎ
に
起
き
て
朝
食
（
ラ
ー
メ
ン
＋
切
り
餅
）
の

用
意
を
す
る
。
や
は
り
流
動
食
に
限
る
。
若
い
時
の
山
岳
会
時

代
を
思
い
出
し
た
。
独
り
住
ま
い
の
せ
い
か
荷
物
を
広
げ
て
し

ま
い
、
片
づ
け
に
時
間
が
か
か
っ
た
。 

 

●
小
屋
か
ら
大
障
子
の
頭 

  

充
分
明
る
く
な
っ
た
四
時
四
〇
分
に
出
発
。
天
気
は
期
待
外

れ
で
深
い
霧
に
包
ま
れ
て
い
る
。
気
温
は
二
〇
度
少
し
、
涼
し

い
と
い
う
よ
り
や
や
寒
い
。
稜
線
で
の
風
の
こ
と
も
あ
り
、
重

ね
着
を
し
て
出
発
。
体
が
慣
れ
る
程
度
で
「
大
障
子
の
頭
」
に

着
く
。
こ
こ
か
ら
一
時
間
強
で
、
最
初
の
目
標
ピ
ー
ク
「
万
太

郎
山
」
だ
。 

 
●
大
障
子
の
頭
か
ら
万
太
郎
山  

  

大
障
子
の
頭
か
ら
せ
っ
か
く
登
っ
た
の
に
ま
た
下
り
が
続
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い
た
。
た
た
、
霧
の
中
に
お
花
畑
が
続
く
。
黄
色
の
マ
ル
ハ
タ

ケ
ブ
キ
や
白
い
キ
ク
系
の
花
が
群
生
し
て
い
る
。
ア
カ
バ
シ
モ

ツ
ケ
ソ
ウ
の
赤
い
色
が
霧
の
中
に
ひ
と
き
わ
艶
や
か
だ
。 

  

霧
の
中
に
ボ
ゥ
ー
と
次
の
ピ
ー
ク
が
浮
か
び
上
が
る
。
思
っ

た
よ
り
近
く
登
り
き
る
と
、
次
の
ピ
ー
ク
が
現
れ
る
。
花
を
見

な
が
ら
、
下
草
の
水
滴
に
下
半
身
ぐ
し
ょ
ぐ
し
ょ
に
な
り
な
が

ら
、
ひ
た
す
ら
登
る
。
何
度
か
平
の
尾
根
に
出
て
山
頂
か
と
思

わ
さ
れ
る
が
、
ま
た
登
り
が
現
れ
る
。
右
か
ら
尾
根
が
合
さ
り
、

見
覚
え
の
あ
る
「
道
標
」
が
霧
の
中
に
浮
か
び
、
吾
策
新
道
か

ら
万
太
郎
山
へ
の
道
に
躍
り
出
た
。 

 

●
万
太
郎
山
・
山
頂 

  

道
標
か
ら
五
分
ほ
ど
で
万
太
郎
山
の
「
山
頂
の
道
標
・
三
角

点
」
に
着
く
。
六
時
少
し
過
ぎ
だ
っ
た
。
涼
し
く
て
快
調
と
言

っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
登
頂
を
祝
う
か
の
よ
う
に
、
霧
が
晴
れ
天

空
に
青
空
が
広
が
っ
た
。
行
く
手
の
「
エ
ビ
ス
大
黒
」
や
「
仙

の
倉
山
」
が
浮
か
び
上
が
る
。
あ
わ
て
て
写
真
の
用
意
を
し
て

い
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
霧
の
中
に
な
っ
た
。 

 

一
休
み
の
間
に
、
昨
日
の
「
夕
食
の
牛
丼
」
の
残
り
を
食
す
。

先
が
長
い
の
で
休
み
ご
と
に
少
し
ず
つ
食
べ
る
こ
と
に
し
て

い
る
。
結
構
食
べ
ら
れ
る
。
草
や
笹
の
水
滴
の
せ
い
で
靴
の
な

か
ま
で
濡
れ
て
い
る
。
脱
い
で
靴
下
を
絞
る
。
靴
も
さ
か
さ
ま

に
し
て
水
切
り
を
し
た
（
靴
は
ち
ゃ
ん
と
防
水
処
置
し
て
き
た

の
に
…
水
の
中
を
歩
い
た
み
た
い
だ
）
。 

 

●
万
太
郎
山
か
ら
毛
越
乗
越
、
エ
ビ
ス
大
黒
の
頭 

  

万
太
郎
山
を
過
ぎ
る
と
、
な
だ
ら
か
な
広
が
り
の
あ
る
尾
根

の
下
り
が
、
ま
た
狭
く
切
り
立
っ
た
稜
線
の
道
に
な
る
。
背
の

低
い
草
木
が
道
を
ふ
さ
ぎ
、
神
経
を
使
う
し
、
と
て
も
歩
き
づ

ら
い
。
晴
れ
て
い
れ
ば
結
構
な
高
度
感
が
出
る
の
だ
ろ
う
し
、

左
右
の
展
望
も
素
晴
ら
し
い
の
だ
ろ
う
。 

  

こ
こ
で
も
花
た
ち
が
慰
め
て
く
れ
る
。
霧
・
滴
で
花
が
よ
り

彩
え
て
い
る
感
じ
だ
。
越
路
の
避
難
小
屋
（
狭
い
）
を
過
ぎ
、

毛
渡
乗
越
に
着
く
。
こ
こ
か
ら
水
場
や
赤
谷
川
へ
の
道
（
エ
ス

ケ
ー
プ
ル
ー
ト
…
ガ
イ
ド
で
は
点
線
）
が
あ
る
が
、
あ
ま
り
歩

か
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。 
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今
回
の
国
境
稜
線
の
ネ
ッ
ト
の
記
録
を
み
る
と
、
こ
こ
毛
渡

乗
越
（
一
五
六
八
ｍ
）
か
ら
「
エ
ビ
ス
大
黒
の
頭
（
一
八
八
〇

ｍ
）
」
へ
の
登
り
が
最
も
辛
い
、
と
あ
る
。
確
か
に
、
万
太
郎

山
を
こ
な
し
て
か
な
り
下
り
、
そ
れ
か
ら
標
高
差
三
〇
〇
ｍ
の

登
り
だ
か
ら
。
で
も
、
こ
れ
が
縦
走
な
の
だ
し
、
そ
の
醍
醐
味

で
も
あ
る
わ
け
だ
。 

 

●
エ
ビ
ス
大
黒
の
頭
か
ら
仙
の
倉
山 

  

エ
ビ
ス
大
黒
の
頭
へ
の
一
時
間
近
い
登
り
は
、
覚
悟
し
て
い

た
だ
け
に
意
外
と
あ
っ
け
な
く
着
い
た
。
山
頂
は
道
標
が
あ
る

だ
け
で
霧
の
中
、
殺
風
景
だ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
赤
谷
川
本
谷
の

滝
が
見
え
る
は
ず
だ
が
、
一
向
に
晴
れ
な
い
霧
に
望
み
を
断
た

れ
て
い
る
。
こ
こ
の
頭
も
「
オ
ジ
カ
沢
の
頭
」
と
同
じ
く
、
結

構
な
山
容
だ
と
思
う
が
「
Ｏ
Ｏ
の
頭
」
と
名
付
け
ら
れ
尾
根
の

単
な
る
ピ
ー
ク
の
印
象
で
か
わ
い
そ
う
な
も
の
だ
。 

  

こ
こ
か
ら
谷
川
連
峰
の
最
高
峰
・
仙
の
倉
山
（
二
〇
二
六
ｍ
）

へ
の
登
り
が
始
ま
る
。
約
一
時
間
、
エ
ビ
ス
大
黒
の
頭
へ
の
登

り
よ
り
楽
だ
、
と
の
解
説
に
期
待
し
て
出
発
す
る
。
エ
ビ
ス
避

難
小
屋
近
く
で
、
霧
が
一
部
晴
れ
、
青
空
に
仙
の
倉
山
が
浮
か

び
上
が
っ
た
。
こ
ち
ら
か
ら
見
る
と
、
結
構
ど
っ
し
り
と
し
た

山
容
だ
。 

 

●
仙
の
倉
山
・
山
頂 

  

仙
の
倉
山
の
登
り
は
、
振
り
か
え
っ
て
避
難
小
屋
を
下
に
見

な
が
ら
の
登
り
と
な
る
。
時
折
、
陽
が
射
し
て
草
花
の
色
彩
が

さ
ら
に
映
え
る
。
し
か
し
、
風
が
通
ら
な
い
と
と
て
も
暑
い
。

草
い
き
れ
に
参
る
。
晴
天
の
縦
走
だ
っ
た
ら
ど
う
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
最
後
の
登
り
付
近
で
ま
た
お
花
畑
が
広
が
っ
て
い
た
。

花
の
写
真
を
撮
る
と
い
う
名
目
で
休
み
休
み
登
る
。
ほ
ぼ
同
じ

高
さ
の
か
な
た
の
ピ
ー
ク
に
人
影
が
見
え
た
。
手
を
振
る
と
振

り
返
し
て
き
た
。
仙
の
倉
山
の
山
頂
だ
。
間
違
い
な
い
。 

  

山
頂
に
は
三
組
の
男
女
パ
ー
テ
ィ
が
昼
食
や
休
憩
の
最
中

だ
っ
た
。
や
っ
と
人
に
会
え
た
、
話
が
で
き
た
。
写
真
を
撮
っ

て
も
ら
う
。
こ
こ
か
ら
は
、
帰
り
の
時
間
、
バ
ス
の
時
間
が
読

め
る
。
計
算
し
て
み
る
と
あ
ま
り
ゆ
っ
く
り
で
き
な
い
。 
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●
仙
の
倉
山
か
ら
平
標
山 

  

誰
も
い
な
く
な
っ
た
山
頂
を
出
発
す
る
。
こ
こ
は
一
度
往
復

し
て
い
る
の
で
、
ま
た
安
心
し
て
疲
れ
が
出
始
め
た
の
で
、
ゆ

っ
く
り
と
休
ま
ず
に
、
歩
き
や
す
い
木
道
を
行
く
。
長
か
っ
た

国
境
稜
線
を
思
い
返
し
つ
つ
。
一
旦
下
っ
て
ゆ
る
や
か
に
登
り

返
す
。
さ
ら
に
平
標
山
へ
、
急
で
は
な
い
が
長
め
の
石
の
階
段

の
登
り
が
待
っ
て
い
た
。 

 

●
平
標
山
・
山
の
家
か
ら
林
道
・
登
山
口
バ
ス
停 

  

平
標
山
の
山
頂
に
も
、
先
の
パ
ー
テ
ィ
は
す
で
に
誰
も
い
な

か
っ
た
。
時
間
を
考
え
て
休
み
も
せ
ず
山
の
家
へ
の
下
り
に
入

る
。
懐
か
し
い
木
の
階
段
が
長
々
と
続
く
。
平
標
山
の
家
の
赤

い
屋
根
が
見
え
て
き
た
。
湧
水
を
補
充
さ
せ
て
も
ら
い
、
汚
れ

た
タ
オ
ル
を
洗
い
、
顔
を
拭
く
。 

  

山
の
家
か
ら
整
備
さ
れ
た
道
を
林
道
ま
で
下
る
。
出
会
い
で

ズ
ホ
ン
と
靴
の
泥
を
落
と
し
、
登
山
口
・
駐
車
場
、
バ
ス
停
ま

で
あ
と
一
時
間
、
頑
張
っ
た
。 

●
ま
と
め 

  

先
の
「
馬
蹄
形
縦
走
」
に
続
き
、
今
回
の
「
国
境
稜
線
縦
走
」

を
終
え
て
、
ひ
と
ま
ず
谷
川
連
峰
の
範
囲
の
課
題
は
達
成
し
た
。

こ
の
地
域
で
の
研
究
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
越
後
の
山
々
、
尾

瀬
を
含
む
会
津
の
山
々
が
、
計
画
の
対
象
に
な
る
。 

  

今
回
、
天
候
は
良
く
な
か
っ
た
が
、
変
調
を
き
た
し
て
い
た

私
の
身
体
に
と
っ
て
は
良
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
展
望
に

は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
が
、
い
く
つ
か
の
お
花
畑
や
、
は
じ
め
て

み
る
花
に
も
恵
ま
れ
、
い
い
山
旅
だ
っ
た
。 
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  ① 天神平・リフト乗り場   ② 避難小屋上の霧の天神尾根 

 

    
  ③ 谷川岳・肩の下の階段    ④ 国境縦走路降口から肩の小屋 

 

   
  ⑤ 中ゴー尾根分岐から谷川温泉方面  ⑥ 赤とんぼが舞うオジカ沢の頭 

 

    
  ⑦ 小障子の頭から避難小屋方面  ⑧ 大障子避難小屋内部・私の空間 
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  ⑨ 大障子の頭・全くの霧の中  ⑩ 万太郎山への登りのお花畑 

 

    
  ⑪ 霧の中の万太郎山・山頂   ⑫ エビス大黒の頭 

 

   
  ⑬ 大黒の頭付近から仙の倉山  ⑭ 仙の倉山・山頂…人がいた 

 

    
  ⑮ 仙の倉山の下りから平標山  ⑯ 平標山の下りから平標山の家 
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15 

 

  
 

■目的地までの交通機関・自動車コース 

●自宅＝4.00－環状 8 号・高井戸経由 0.40－調布＝4.40－首都高・中央道

（105.5Km）・談合坂休憩含み 1.30－甲府昭和 IC＝6.10－南アルプス街道 0.40

（道を間違え 15分ほどロスした・実際はこの時間帯なら ICから 30分以内）－ 

 芦安＝6.40―0.30―夜叉神峠・登山口＝7.10 

 

■登山コース・タイム 

●夜叉神峠・登山口駐車場＝7.30－（1.10）－夜叉神峠＝8.40～9.15－（0.20）

－高谷山＝9.35～9.45―（0.15）―夜叉神峠＝10.00～晴れ待ち～10.40－（0.40）

－夜叉神峠・登山口＝11.20 

 

 

■オプション…帰り・清里（八ガ岳・写真撮影）経由～川上村～三国峠～中津

川林道～秩父～花園・関越 

 

●夜叉神峠・登山口＝12.00―（0.30）―芦安＝13.00－韮崎・須玉経由－清里

（清泉寮・美しの森・スキー場などから写真撮影）―川上村分岐＝14.00―廻り

目平・毛木平分岐－三国峠林道入口＝14.30－三国峠＝14.50－中津川林道入

口・ダート＝15.00－体験の森・ふれあいの森・舗装＝16.00－中津川・三峰口・

秩父＝17.00－皆野寄居有料道経由・花園ＩＣ＝17.45―関越道・練馬ＩＣ＝

18.30―自宅＝18.45 

  
 

 

■目的地までの交通機関・自動車コース 

●往路…中村橋－5.50－池袋＝6.03/6.13（埼京線）大宮＝6.48/6.58（新幹線 

     谷川 401号）上毛高原＝7.50 高原駅 8.00－水上駅乗換 8.23/8.25 

     －谷川ロープウェー＝8.45（平日 8.00から） 

●帰路…平標山登山口－バス（15.51-16.26）（16.38－18.35）－越後湯沢－ 

    （新幹線・大宮・池袋経由）- 中村橋＝18.35-18.45 

 

 

■登山コース・タイム 

●８月５日…天神平・1320ｍ＝9.15－（0.45）－避難小屋＝10.00～10.10－ 

   （0.50）－天狗のたまり場＝11.00－（1.00）－天神ザンゲ岩＝12.00 

    ～12.10―（0.20）―肩の小屋＝12.30～12.40―（0.20）―中ゴ― 

   尾根分岐＝13.00―（1.15）―オジカ沢の頭＝14.15～14.20― 

   （0.50）―小障子の頭＝15.10―（0.20）―大障子避難小屋＝15.30 

 

●８月６日…避難小屋＝4.40－（1.30）－万太郎山（1954ｍ）＝6.10～6.40― 

   （0.40）―越路避難小屋＝7.20－（2.00）－エビス大黒の頭＝9.20 

   ～9.40―（0.40）―エビス避難小屋＝10.20―（1.00）―仙の倉山 

  （2026ｍ）＝11.20～11.30―（1.00）―平標山＝12.30―（0.40）― 

   平標山の家＝13.10－（1.00）―林道＝14.10－（1.30）―バス停＝ 

   14.50 
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↑ 朝日岳山頂から谷川岳・一の倉岳・茂倉岳・武能岳 

一
、
谷
川
連
峰
（
上
越
国
境
）
の
山
々 

 
 

 
「
谷
川
岳
・
茂
倉
岳
・
蓬
峠
・
朝
日
岳
・
白
毛
門
」 

 
 

（
二
〇
一
〇
年 

六
月
一
〇
・
一
一
日
） 

●
登
山
口
ま
で
の
ア
ク
セ
ス 

  

高
速
の
早
割
や
通
割
引
（
そ
れ
ぞ
れ
時
間
帯
に
よ
り
半
額
）

を
利
用
す
る
関
係
か
ら
、
四
時
起
き
四
時
半
の
自
宅
出
発
と
な

る
。
四
時
に
は
も
う
明
る
い
が
高
速
は
車
両
少
な
く
ス
ム
ー
ズ

だ
。
駒
寄
Ｓ
Ａ
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
出
入
り
口
で
早
割
を
カ
ウ
ン
ト
、
六

時
過
ぎ
に
水
上
Ｉ
Ｃ
を
降
り
て
通
割
適
用
、
通
い
馴
れ
た
る
道

を
行
き
、
土
合
駅
・
山
の
家
の
先
の
無
料
駐
車
場
に
六
時
半
に

着
く
。 

 

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
の
始
発
は
八
時
な
の
で
、
久
々
に
の
ん
び
り

と
、
朝
飯
の
準
備
し
な
が
ら
コ
―
ピ
ー
を
飲
む
。
お
に
ぎ
り
セ

ッ
ト
と
天
ぷ
ら
そ
ば
で
、
朝
か
ら
重
い
量
の
食
事
と
な
っ
た
。

七
時
半
に
ケ
ー
ブ
ル
駅
を
目
指
し
て
出
発
。 

 

● 

天
神
平
か
ら
肩
の
小
屋
ま
で 

  
ケ
ー
ブ
ル
始
発
が
遅
れ
八
時
二
〇
分
に
天
神
平
を
出
発
し

た
。
駅
横
の
展
望
台
か
ら
、
白
毛
門
・
笠
が
岳
・
朝
日
岳
の
峰
々

が
対
岸
に
開
け
る
。
あ
そ
こ
ま
で
歩
く
の
か
…
遠
い
。
シ
ラ
ネ

ア
オ
イ
や
イ
ワ
カ
ガ
ミ
な
ど
の
花
に
歓
迎
さ
れ
な
が
ら
、
熊
穴
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沢
の
頭
の
避
難
小
屋
へ
九
時
に
到
着
、
こ
の
季
節
、
晴
天
で
こ

の
時
間
帯
に
な
る
と
日
差
し
が
強
く
、
猛
烈
に
暑
い
。
熱
中
症

を
警
戒
し
て
半
そ
で
に
な
り
、
水
分
も
余
計
取
る
…
こ
れ
が
あ

と
で
後
悔
す
る
は
め
に
（
日
焼
け
と
水
当
り
）
。 

  

谷
川
岳
の
双
耳
が
見
え
な
が
ら
高
度
が
稼
げ
な
い
。
右
手
の

オ
ジ
カ
沢
の
頭
か
ら
俎
嵓
（
ま
な
い
た
ぐ
ら
）
の
稜
線
、
そ
の

向
こ
う
の
万
太
郎
山
が
視
界
に
入
っ
て
く
る
。
雪
は
沢
筋
の
み

の
よ
う
だ
が
、
ピ
ー
ク
に
は
雲
が
か
か
っ
て
い
る
。
豊
富
な
高

山
植
物
の
歓
迎
に
喜
び
な
が
ら
（
写
真
を
撮
る
の
で
少
し
休
め

る
）
、
天
狗
の
た
ま
り
場
、
天
狗
ザ
ン
ゲ
岩
を
過
ぎ
る
と
、
肩

の
小
屋
下
の
雪
田
に
出
る
。
雪
は
た
っ
ぷ
り
残
っ
て
い
る
。 

 

●
肩
の
小
屋
か
ら
ト
マ
の
耳
・
オ
キ
ノ
の
耳 

 

  

肩
の
小
屋
に
一
〇
時
四
〇
分
、
天
神
平
か
ら
休
み
を
入
れ
て

二
時
間
二
〇
分
か
。
万
太
郎
山
方
面
へ
の
尾
根
筋
の
雪
の
具
合

を
見
な
が
ら
、
ト
マ
の
耳
へ
、
写
真
を
撮
っ
て
、
す
ぐ
オ
キ
ノ

耳
へ
。
先
行
し
て
い
た
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
で
一
緒
だ
っ
た
二
人
組

と
話
し
合
う
。
蓬
ヒ
ュ
ッ
テ
の
食
事
は
お
い
し
い
と
か
…
。 

 

こ
こ
か
ら
は
、
明
日
廻
る
七
つ
小
屋
山
か
ら
清
水
峠
、
長
い

登
り
に
見
え
る
朝
日
岳
へ
の
稜
線
、
さ
ら
に
笠
が
岳
・
白
毛
門

ま
で
も
一
望
で
き
る
。
で
も
、
天
候
が
な
ん
と
な
く
怪
し
げ
に

な
っ
て
き
た
。 

 

●
オ
キ
ノ
耳
か
ら
一
の
倉
岳
へ 

  

雪
田
の
下
で
水
を
補
給
し
飲
ん
だ
の
で
、
空
腹
感
を
感
じ
ず
、

時
間
も
少
し
早
い
の
で
先
へ
急
ぐ
。
こ
こ
か
ら
は
登
山
再
開
後

で
は
未
踏
の
領
域
に
は
い
る
（
も
っ
と
も
若
い
時
…
一
の
倉
沢

で
岩
登
り
後
、
稜
線
ま
で
出
て
一
の
倉
岳
、
肩
の
小
屋
経
由
で

西
黒
尾
根
を
下
る
の
が
一
般
的
で
、
未
踏
で
は
な
い
の
だ
が
）
。 

  

一
の
倉
岳
ま
で
一
時
間
と
少
し
。
さ
す
が
に
登
山
者
は
誰
も

い
な
く
な
っ
た
。
岩
稜
が
続
き
「
ノ
ゾ
キ
」
か
ら
一
の
倉
沢
を

へ
っ
ぴ
り
腰
で
覗
く
と
、
登
っ
た
こ
と
の
あ
る
懐
か
し
い
烏
帽

子
ス
ラ
ブ
が
「
真
平
」
に
見
え
、
烏
帽
子
奥
壁
が
垂
直
に
落
ち

込
ん
で
い
る
。
登
攀
し
た
こ
と
に
、
今
更
な
が
ら
驚
く
。 

  

ガ
ス
が
広
が
り
始
め
た
一
の
倉
岳
の
登
り
に
入
る
。
わ
ず
か
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な
登
り
だ
か
疲
れ
が
出
で
き
た
。
ま
た
、
茂
倉
岳
も
ガ
ス
の
中

だ
。
振
り
か
え
る
と
万
太
郎
か
ら
仙
の
倉
山
方
面
も
ガ
ス
が
広

が
っ
て
き
た
。
た
だ
、
雷
の
積
乱
雲
は
な
さ
そ
う
だ
。 

 

●
一
の
倉
岳
か
ら
茂
倉
岳
へ 

  

一
の
倉
岳
山
頂
か
ら
二
〇
分
で
茂
倉
岳
に
行
け
る
よ
う
な

の
で
、
写
真
を
撮
っ
て
通
過
…
昔
の
記
憶
は
何
も
な
い
。
堅
炭

岩
へ
の
中
芝
新
道
の
分
岐
が
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
笹
原
の
た

お
や
か
な
尾
根
が
茂
倉
山
ま
で
続
い
て
い
る
。
口
笛
を
吹
く
気

分
だ
が
…
ど
っ
こ
い
、
尾
根
道
に
一
〇
〇
ｍ
近
い
雪
田
が
現
れ
、

誰
も
歩
い
た
跡
が
な
い
。
で
も
、
傾
斜
が
緩
く
グ
ス
雪
な
の
で

靴
の
キ
ッ
ク
と
ス
ト
ッ
ク
を
使
っ
て
渡
っ
た
。 

  

茂
倉
岳
の
山
頂
も
一
の
倉
岳
と
似
て
笹
原
の
広
場
だ
っ
た
。

こ
の
山
頂
か
ら
わ
ず
か
で
、
水
場
の
あ
る
大
き
め
の
避
難
小
屋

が
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
確
か
め
る
気
力
は
残
っ
て
い
な
か
っ

た
。
こ
こ
で
空
腹
感
が
強
ま
り
、
遅
い
昼
食
に
す
る
。 

 

●
茂
倉
岳
か
ら
武
能
岳
へ 

 

 

茂
倉
岳
か
ら
み
る
と
、
こ
れ
か
ら
目
指
す
武
能
岳
、
さ
ら
に

蓬
峠
ま
で
、
今
ま
で
の
男
性
的
な
ゴ
ツ
ゴ
ツ
感
の
強
い
尾
根
筋

と
は
違
い
、
笹
原
の
女
性
的
な
穏
や
か
な
丸
み
の
あ
る
尾
根
や

高
原
状
の
広
が
り
が
続
い
て
い
る
。
天
候
は
怪
し
げ
だ
が
引
き

続
き
、
雷
や
雨
の
心
配
は
な
さ
そ
う
だ
。
あ
と
武
能
岳
ま
で
一

時
間
四
〇
分
、
そ
こ
か
ら
蓬
峠
ま
で
四
〇
分
と
ガ
イ
ド
に
あ
る
。 

  

鞍
部
（
一
五
九
〇
ｍ
）
ま
で
結
構
な
下
り
が
続
く
。
武
能
岳

（
一
七
五
九
ｍ
）
へ
の
登
り
は
標
高
差
一
七
〇
ｍ
の
登
り
だ
が
、

こ
の
時
間
帯
で
は
と
て
も
辛
い
。
先
行
き
に
う
っ
す
ら
と
、
明

日
辿
る
七
つ
小
屋
山
や
大
源
太
山
が
見
え
る
。
そ
の
右
手
が
朝

日
岳
か
。
三
時
少
し
過
ぎ
に
、
最
後
の
登
り
を
こ
な
し
山
頂
に

た
ど
り
着
く
。 

 

●
武
能
岳
か
ら
蓬
峠
へ 

  
山
頂
か
ら
は
、
蓬
峠
へ
の
今
ま
で
に
も
増
し
て
女
性
的
な
穏

や
か
な
広
が
り
の
あ
る
尾
根
筋
に
一
条
の
道
が
蓬
峠
・
ヒ
ュ
ッ

テ
へ
と
続
い
て
い
る
。
疲
れ
て
い
て
も
い
つ
ま
で
も
歩
い
て
い

た
い
よ
う
な
道
だ
。
登
山
道
の
真
中
に
も
咲
い
て
い
る
花
た
ち
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を
、
踏
み
つ
ぶ
さ
な
い
よ
う
に
と
、
妙
に
や
さ
し
い
気
持
ち
に

な
る
。
山
の
仲
間
だ
も
の
。 

 

●
蓬
峠
・
蓬
ヒ
ュ
ッ
テ 

  

清
水
街
道
（
旧
道
）
の
道
を
合
わ
せ
る
と
、
蓬
ヒ
ュ
ッ
テ
と

テ
ン
ト
場
が
あ
っ
た
。
テ
ン
ト
が
一
張
り
、
住
人
が
い
て
挨
拶

す
る
。
小
屋
番
が
い
な
い
と
い
う
。
も
う
四
時
だ
し
、
一
泊
二

食
付
き
の
予
約
が
通
じ
て
い
な
い
…
と
不
安
に
な
る
。 

  

小
屋
横
の
水
場
へ
の
道
標
を
見
て
、
ザ
ッ
ク
を
お
い
て
水
場

に
行
く
、
往
復
で
二
〇
分
近
く
、
結
構
下
る
ハ
メ
に
な
っ
た
。

そ
の
お
か
げ
で
雪
渓
か
ら
の
冷
た
い
水
で
ウ
イ
ス
キ
ー
の
水

割
り
が
頂
け
る
。
無
人
の
小
屋
に
入
り
ツ
ナ
コ
ー
ン
と
か
き
ピ

ー
を
つ
ま
み
に
独
り
宴
会
を
始
め
る
。
残
パ
ン
を
夕
食
代
わ
り

に
す
る
。
結
局
、
小
屋
番
は
来
ず
、
素
泊
ま
り
と
な
っ
た
。
小

屋
の
寝
袋
と
毛
布
を
借
り
る
（
小
屋
番
が
い
な
い
と
き
は
二
〇

〇
〇
円
と
あ
る
）
。
気
温
は
下
が
ら
ず
、
寒
く
は
な
か
っ
た
。

二
〇
時
に
寝
て
三
時
ま
で
熟
睡
し
た
。 

 

●
蓬
峠
か
ら
七
つ
小
屋
山 

  

三
時
過
ぎ
目
覚
め
て
オ
シ
ッ
コ
で
外
に
出
る
。
一
面
霧
の
中

だ
っ
た
。
ま
ど
ろ
ん
で
い
る
と
、
四
時
前
な
の
に
薄
明
る
く
な

り
起
き
る
。
寝
床
を
後
片
付
け
し
、
荷
物
を
ま
と
め
て
、
非
常

食
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
残
パ
ン
を
腹
に
詰
め
込
み
、
す
っ
か
り
明

る
く
な
っ
た
外
に
出
る
。
四
時
一
〇
分
、
小
屋
を
後
に
す
る
。 

  

小
屋
裏
の
丘
に
登
る
と
、
東
・
北
・
西
の
谷
川
連
峰
が
、
早

朝
の
清
涼
で
澄
み
渡
っ
た
青
空
の
な
か
に
浮
か
び
上
が
っ
て

い
た
。
気
持
ち
が
い
い
。
こ
れ
が
山
登
り
の
だ
い
ご
味
の
一
つ

だ
と
、
改
め
て
自
分
で
納
得
す
る
。 

  

一
〇
分
ほ
ど
で
、
見
覚
え
の
あ
る
「
謙
信
ゆ
か
り
の
道
」
の

分
岐
に
出
た
。
七
つ
小
屋
山
ま
で
は
傾
斜
は
緩
い
が
結
構
長
い

道
の
り
だ
。
朝
露
で
ズ
ボ
ン
の
す
そ
が
ビ
チ
ャ
ビ
チ
ャ
に
な
る

が
、
涼
し
く
て
快
適
に
歩
け
る
。
濃
い
紫
の
カ
タ
ク
リ
の
花
が

咲
い
て
い
た
。
日
の
出
を
見
な
が
ら
、
小
屋
か
ら
一
時
間
で
山

頂
に
着
く
。 

 



20 

● 

七
つ
小
屋
山
か
ら
清
水
峠 

  

山
頂
か
ら
は
抜
群
の
展
望
だ
。
見
え
な
か
っ
た
巻
機
山
な
ど

越
後
や
、
平
が
岳
や
至
仏
山
な
ど
会
津
・
尾
瀬
の
山
々
が
連
な

る
。
朝
霧
が
は
れ
て
山
々
は
眼
前
に
く
っ
き
り
と
広
が
っ
て
い

る
。
私
の
独
り
占
め
だ
。 

  

山
頂
か
ら
は
清
水
峠
ま
で
ガ
イ
ド
で
は
五
〇
分
と
あ
る
。
標

高
差
で
二
〇
〇
ｍ
近
い
下
り
が
待
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
シ
ラ
ネ

ア
オ
イ
や
イ
ワ
カ
ガ
ミ
や
キ
ジ
ム
シ
ロ
な
ど
、
登
山
道
に
そ
っ

て
咲
き
誇
り
目
を
楽
し
ま
せ
る
。 

 

●
清
水
峠
付
近
で
ル
ー
ト
ミ
ス 
 

  

清
水
峠
の
前
後
で
、
ル
ー
ト
ミ
ス
を
し
て
し
ま
っ
た
。
最
初

は
、
清
水
峠
手
前
の
ピ
ー
ク
の
登
り
に
ナ
イ
フ
エ
ッ
ジ
状
の
雪

田
が
あ
り
、
そ
こ
を
右
下
に
回
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
だ

（
実
際
は
雪
田
を
二
〇
ｍ
ほ
ど
渡
る
の
だ
ろ
う
…
た
だ
足
跡

が
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
）
。
雪
田
の
手
前
が
下
り
の
道
だ
と

思
っ
た
が
、
雪
渓
に
削
れ
た
笹
藪
の
ガ
レ
場
だ
っ
た
。 

 

こ
こ
で
降
り
口
ま
で
戻
る
の
が
正
解
な
の
だ
が
、
そ
の
時
の

判
断
は
…
ア
イ
ゼ
ン
を
は
い
て
ス
ト
ッ
ク
を
使
い
雪
渓
を
下

る
（
清
水
峠
へ
行
く
旧
道
が
下
に
通
っ
て
い
る
は
ず
）
…
こ
と

に
し
た
。
結
果
、
笹
藪
の
ト
ラ
バ
ー
ス
と
雪
渓
の
長
い
下
り
と

い
う
「
し
ご
き
」
が
待
っ
て
い
た
。
旧
道
が
雪
の
切
れ
目
に
見

つ
か
っ
た
時
は
ホ
ッ
と
し
た
。
清
水
峠
の
東
電
の
監
視
所
を
過

ぎ
、
避
難
小
屋
前
に
着
い
た
の
は
、
予
定
よ
り
三
〇
分
も
遅
れ

て
六
時
二
〇
分
だ
っ
た
。
こ
こ
で
一
息
入
れ
る
。 

  

二
度
目
は
、
峠
の
分
岐
で
朝
日
岳
へ
の
道
標
を
見
落
と
し
、

左
手
の
清
水
街
道
の
旧
道
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
。
一
五

分
ほ
ど
行
く
も
一
向
に
登
り
に
な
ら
な
い
。
左
手
へ
の
分
岐
が

出
て
き
て
、
地
図
を
確
認
し
て
誤
り
に
気
付
く
。
分
岐
に
戻
る

と
七
時
一
〇
分
だ
っ
た
。
こ
こ
で
も
三
〇
分
以
上
ロ
ス
す
る
。 

 

●
清
水
峠
か
ら
Ｊ
Ｐ
・
朝
日
岳 

  
気
力
・
体
力
の
ダ
メ
ー
ジ
を
感
じ
つ
つ
、
巻
機
山
な
ど
の

山
々
を
背
に
朝
日
岳
へ
の
ガ
イ
ド
の
言
う
二
時
間
四
〇
分
の

長
丁
場
の
登
り
に
入
る
。
送
電
線
塔
を
過
ぎ
る
と
、
巻
機
山
か
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ら
の
尾
根
と
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
ピ
ー
ク
が
、
ず
～
と
先
に

見
え
る
。
さ
ほ
ど
急
な
登
り
で
は
な
い
が
、
八
時
を
過
ぎ
て
気

温
が
上
が
り
体
力
を
消
耗
す
る
。
た
だ
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
群
生

地
な
ど
、
楽
し
み
も
あ
っ
た
。 

  

一
〇
時
ち
ょ
う
ど
に
Ｊ
Ｐ
の
標
識
に
着
い
た
。
休
み
を
入
れ

て
す
で
に
三
時
間
近
い
。
だ
が
、
も
う
標
高
一
八
〇
〇
ｍ
を
超

え
て
お
り
朝
日
岳
は
近
い
は
ず
。
な
だ
ら
か
な
高
原
状
の
尾
根

筋
を
行
く
と
、
広
い
雪
田
が
あ
る
。
こ
こ
が
ガ
イ
ド
で
言
う
「
池

塘
が
点
在
す
る
…
高
山
植
物
の
宝
庫
」
ら
し
い
。
木
道
が
出
て

き
て
「
宝
川
温
泉
」
へ
の
分
岐
に
来
る
と
、
そ
の
さ
ら
に
先
の

小
高
い
丘
に
、
朝
日
岳
の
頂
上
を
示
す
道
標
が
見
え
て
き
た
。

一
〇
時
二
〇
分
に
や
っ
と
山
頂
に
到
着
し
た
。 

 

● 

朝
日
岳
か
ら
笠
が
岳 

  

山
頂
の
展
望
は
こ
こ
も
申
し
分
な
い
が
、
気
力
・
体
力
と
も

に
萎
え
始
め
て
い
て
、
感
動
ま
で
い
か
な
い
。
行
動
食
（
芋
か

り
ん
と
う
や
ビ
ス
ケ
ッ
ト
）
を
口
に
す
る
が
水
と
一
緒
で
な
い

と
飲
み
込
め
な
い
。
非
常
食
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
入
す
る
。
水

分
取
り
過
ぎ
な
の
か
、
や
た
ら
喉
が
渇
く
。 

  

朝
日
岳
か
ら
笠
が
岳
ま
で
は
、
し
ば
し
、
小
さ
い
ア
ッ
プ
ダ

ウ
ン
が
続
き
、
半
分
過
ぎ
か
ら
一
気
に
下
る
。
笠
が
岳
は
標
高

一
八
五
二
ｍ
で
、
朝
日
岳
と
の
間
に
あ
る
ピ
ー
ク
の
方
が
高
く
、

遠
目
で
は
間
違
え
そ
う
だ
。
鞍
部
か
ら
つ
ら
い
ガ
レ
場
の
登
り

を
こ
な
す
と
、
避
難
小
屋
が
あ
り
そ
こ
か
ら
少
し
で
山
頂
に
た

ど
り
着
い
た
。 

 

●
笠
が
岳
か
ら
白
毛
門 

  

一
二
時
に
到
着
、
も
う
六
時
間
歩
き
ま
わ
っ
た
計
算
に
な
る
。

笠
が
岳
山
頂
か
ら
は
谷
川
岳
・
一
の
倉
岳
が
真
正
面
だ
。
懐
か

し
い
「
一
の
倉
沢
」
や
「
幽
の
沢
」
の
岩
壁
が
望
め
る
。
こ
の

時
間
帯
で
は
、
霞
が
出
て
逆
光
気
味
で
見
栄
え
は
良
く
な
い

（
何
年
か
前
に
登
っ
た
白
毛
門
か
ら
は
、
朝
早
い
時
間
だ
っ
た

の
で
ク
リ
ア
に
見
え
た
）。 

  

笠
が
岳
か
ら
白
毛
門
へ
は
、
下
り
の
な
だ
ら
か
な
尾
根
が
続

い
て
見
え
る
。
途
中
で
残
雪
の
道
が
出
て
く
る
が
、
ザ
ク
ザ
ク
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の
雪
で
キ
ッ
ク
を
利
か
せ
れ
ば
問
題
な
い
。
な
だ
ら
か
な
道
だ

が
、
何
度
か
の
休
み
を
入
れ
な
い
と
歩
き
続
け
ら
れ
な
い
。
山

頂
手
前
の
雪
田
を
越
し
て
、
や
っ
と
長
細
い
山
頂
に
着
い
た
。 

 

● 

白
毛
門
か
ら
松
の
木
沢
の
頭 

  

一
三
時
二
〇
分
、
ガ
イ
ド
で
五
〇
分
の
と
こ
ろ
一
時
間
二
〇

分
も
懸
か
っ
て
い
る
。
体
力
的
に
限
界
に
近
い
。
振
り
か
え
る

と
笠
が
岳
・
朝
日
岳
（
見
え
る
の
は
朝
日
岳
の
手
前
・
大
烏
帽

子
の
ピ
ー
ク
）
が
、
ど
っ
し
り
し
た
山
容
を
見
せ
て
い
た
。 

  

笠
が
岳
を
過
ぎ
る
あ
た
り
か
ら
、
ヘ
リ
が
や
た
ら
頭
上
を
旋

回
し
て
い
る
（
実
際
は
、
谷
川
岳
連
峰
の
上
空
を
偵
察
・
調
査
）
。

白
毛
門
の
山
頂
か
ら
少
し
の
間
、
岩
場
の
下
り
や
、
鎖
場
・
ガ

レ
場
な
ど
危
な
い
と
こ
ろ
が
続
く
。
ヘ
リ
に
監
視
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
気
分
だ
。
岩
場
の
下
り
で
水
場
に
出
た
。
補
充
し
て
、

し
っ
か
り
飲
ん
で
、
気
合
を
入
れ
な
お
し
た
。
松
の
木
沢
の
頭

を
過
ぎ
て
、
後
は
森
林
帯
の
長
い
下
り
が
待
っ
て
い
た
。
土
合

の
駐
車
場
に
着
い
た
の
は
五
時
近
か
っ
た
。
本
当
に
疲
れ
た
。 
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  ① 関越・水上ＩＣから谷川岳  ② 天神尾根から谷川岳 

 

      
  ③ 肩の小屋下の雪田の登り ④ 谷川岳・トマの耳から朝日岳方面 

 

     
  ⑤ トマの耳から万太郎山方面  ⑥ オキの耳から一の倉岳・茂倉岳 

 

     
  ⑦ 茂倉岳から武能山への稜線  ⑧ 蓬峠のヒュッテ 
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  ⑨ 七つ小屋山登り・朝光の朝日岳  ⑩ 清水峠の監視所と避難小屋（手前） 

 

     
  ⑪ 朝日岳への登り・ＪＰが見える   ⑫ 巻機山と越後の山々 

 

    
  ⑬ 赤岳下りから霧の権現岳方面  ⑭ 朝日岳・山頂で記念撮影 

 

    
  ⑮ 笠が岳（手前）と谷川岳遠望  ⑯ 白毛門から笠が岳（左）・朝日岳 
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■目的地までの交通機関・自動車コース 

●往路…自宅＝4.30－練馬-（98.5ｋ・1.10）駒寄＝5.40（42.5ｋ・0.30）水上 

    ＝6.05－土合・駐車場＝6.30 ロープウェー土日 7.00／平日 8.00 

●帰路…土合＝17.10－水上＝17.30（93.6ｋ・1.00-嵐山小川＝18.40-47.4ｋ・ 

     0.30）練馬＝19.20 

 

 

■登山コース・タイム 

●６月１０日…天神平・1320ｍ＝8.20－（0.40）－避難小屋＝9.00～9.10－

（1.10）－天神ザンゲ岩＝10.20―（0.30）―肩の小屋＝10.40－（0.20）－オ

キの耳・1977ｍ＝11.10～11.20―（1.10）―一の倉岳・1974ｍ＝12.30―（0.20）

―茂倉岳・1977ｍ＝ 13.00～13.30―（1.40）―武能岳・1759ｍ＝15.10―（0.40）

―蓬ヒュッテ 1529ｍ＝15.50 

 

●６月１１日…蓬ヒュッテ＝4.10－（1.00）－七つ小屋山・1674ｍ＝5.10―（道

迷い 1.10）―清水峠＝6.20～6.40－（道迷い 0.30）－峠分岐＝7.10－（2.40）

－朝日岳・1945ｍ＝10.20～10.30―（1.30）―笠が岳・1852ｍ＝12.00～12.20

―（0.50）―白毛門 1720ｍ＝13.20～13.30―（0.50）―松の木沢の頭＝16.20

―（2.20）―土合・駐車場＝16.40 
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↑天神尾根・天神平近くから谷川岳と西黒尾根・上部 

一
、
谷
川
連
峰
（
上
越
国
境
）
の
山
々 

 
 

「
西
黒
尾
根
・
谷
川
岳
・
天
神
平
」 

 
 

 

（
二
〇
〇
九
年 

六
月
二
五
日
） 

●
今
回
は
西
黒
尾
根
か
ら 

  

梅
雨
の
合
間
の
晴
れ
を
期
待
し
て
「
谷
川
岳
…
標
高
差
約
一

二
〇
〇
ｍ
」
に
挑
戦
し
た
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
駅
の
駐
車
場
に
車

を
置
い
て
、
西
黒
尾
根
の
登
山
口
に
七
時
に
着
く
。
前
回
の
「
マ

チ
ガ
沢
の
巌
剛
新
道
」
に
比
べ
、
こ
こ
の
下
部
分
は
深
い
森
林

帯
の
展
望
の
な
い
登
り
が
続
く
。
右
手
に
見
え
る
天
神
平
の
ロ

ー
プ
ウ
ェ
ー
駅
舎
と
同
じ
く
ら
い
の
高
さ
に
な
る
と
樹
林
帯

か
ら
抜
け
出
し
、
鎖
の
あ
る
岩
場
が
二
ヶ
所
出
て
き
た
。
ラ
ク

ダ
の
肩
の
ピ
ー
ク
に
出
る
と
尾
根
の
上
部
が
一
挙
に
開
け
、
ト

マ
の
耳
・
オ
キ
の
耳
の
並
ん
だ
ピ
ー
ク
が
青
空
に
聳
え
て
い
る
。

何
箇
所
か
の
鎖
の
岩
場
や
氷
河
跡
と
い
わ
れ
る
ス
ラ
ブ
状
の

岩
場
を
過
ぎ
る
と
「
ザ
ン
ゲ
岩
」
に
出
て
、
そ
の
上
の
笹
原
を

辿
る
と
肩
の
小
屋
に
出
る
。
小
屋
か
ら
は
な
だ
ら
か
な
登
り
し

ば
し
で
、
ト
マ
の
耳
の
山
頂
に
出
る
。
オ
キ
の
耳
で
昼
食
を
す

ま
せ
、
天
神
尾
根
を
下
る
。
イ
ワ
カ
ガ
ミ
な
ど
の
高
山
植
物
が

目
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
。
避
難
小
屋
を
過
ぎ
て
か
ら
の
巻
き
道

か
ら
見
る
谷
川
岳
は
素
晴
ら
し
い
。
尾
根
筋
を
廻
り
込
む
と
天

神
平
の
ス
キ
ー
場
の
な
だ
ら
か
な
ス
ロ
ー
プ
と
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ

ー
駅
舎
が
見
え
て
く
る
。 
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  ①登山口付近・登山指導センター  ② ラクダの肩手前の鎖・岩場 

 

  

  ③ ラクダの背から谷川岳（トマノ耳・オキノ耳）を望む 

 

      
  ④ オキの耳・山頂での記念  ⑤天神平・ロープウェー駅 
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■目的地までの交通機関・自動車コース 

●往路…自宅＝4.30－練馬-（98.5ｋ・1.10）駒寄＝5.40（42.5ｋ・0.30）水上 

    ＝6.05－土合・駐車場＝6.30 ロープウェー土日 7.00／平日 8.00 

●帰路…ロープウェー駐車場＝15.00－水上＝15.30（93.6ｋ・1.00-嵐山小川＝ 

    17.00-47.4ｋ・ 0.30）練馬＝17.30 

 

 

■登山コース・タイム 

●往路…駐車場＝6.40－西黒尾根・登山口＝7.00－（2.20）－ラクダの背＝9.20

～9.30―（0.50）―氷河跡＝10.20―（0.30）―ザンゲ岩＝10.50―（0.30）―谷

川岳トマの耳＝11.20・オキの耳＝11.40 

 

●復路…谷川岳＝12.15―（0.25）―肩の小屋＝12.40―（0.35）―天狗の踊り場

＝13.15―（0.25）―熊穴沢避難小屋＝13.40―（0.40）―天神平＝14.20－ロー

プウェー・駐車場＝14.30 
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↑ 万太郎山・山頂への尾根筋の紅葉 

一
、
谷
川
連
峰
（
上
越
国
境
）
の
山
々 

 
 

「
土
樽
・
吾
策
新
道
・
万
太
郎
山
」 

 

 
 

（
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
一
〇
日
） 

●
登
山
口
ま
で
の
ア
ク
セ
ス 

  

関
越
道
・
湯
沢
Ｉ
Ｃ
ま
で
は
大
源
太
山
の
時
と
同
じ
で
知
れ

た
る
道
と
な
る
。
大
源
太
山
方
面
へ
左
折
せ
ず
土
樽
方
面
へ
直

進
す
る
。
鉄
道
や
高
速
道
を
跨
い
だ
り
潜
っ
た
り
と
や
や
こ
し

い
。
「
蓬
沢
の
バ
ス
停
」
の
上
が
土
樽
駅
と
な
っ
て
い
た
（
駅

が
見
え
ず
直
進
し
て
橋
を
渡
っ
て
し
ま
っ
た
）
。
し
ば
ら
く
行

っ
て
か
ら
判
り
、
戻
っ
て
「
登
山
届
け
」
を
提
出
す
る
。 

  

鉄
道
を
潜
り
、
高
速
道
と
並
行
す
る
と
「
茂
倉
新
道
」
や
「
蓬

新
道
」
の
登
山
口
・
駐
車
場
方
面
（
直
進
）
へ
の
分
岐
に
出
る
。

今
回
の
「
万
太
郎
山
へ
の
吾
策
新
道
」
は
、
橋
を
渡
り
高
速
道

と
並
行
し
て
走
り
、
高
速
道
を
潜
る
と
「
高
速
道
の
土
樽
Ｓ
Ａ
」

を
右
手
に
見
て
更
に
進
む
。
途
中
に
工
事
事
務
所
な
ど
が
あ
り
、

そ
の
先
に
登
山
者
用
の
駐
車
場
が
あ
る
。 

 

●
登
山
入
り
口
か
ら
大
ベ
タ
テ
ノ
頭 

  

駐
車
場
か
ら
舗
装
林
道
に
平
行
し
た
仮
設
の
歩
行
者
道
を

進
む
。
一
旦
林
道
に
出
て
、
少
し
先
の
正
規
の
登
山
道
に
入
る
。
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ガ
イ
ド
に
あ
る
谷
川
新
道
分
岐
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ

（
標
高
約
七
〇
〇
ｍ
）
か
ら
大
ベ
タ
テ
ノ
頭
（
同
一
五
〇
〇
ｍ
）

ま
で
森
林
帯
の
登
り
が
続
く
。
九
時
に
展
望
の
開
け
た
場
所

（
多
分
大
ベ
タ
テ
ノ
頭
）
に
着
く
。
休
憩
を
入
れ
て
約
二
時
間

の
登
り
。
昨
日
の
雨
の
せ
い
も
あ
る
が
、
と
に
か
く
登
山
道
が

滑
り
や
す
く
、
笹
が
刈
り
取
ら
れ
た
直
後
ら
し
く
道
を
ふ
さ
ぎ
、

歩
き
づ
ら
い
こ
と
お
び
た
だ
し
い
。 

 

●
大
ベ
タ
テ
ノ
頭
か
ら
の
展
望 

  

森
林
限
界
を
超
え
た
ら
し
く
低
木
と
笹
原
が
続
き
、
左
右
の

展
望
が
急
に
開
け
て
き
た
。
左
手
は
、
茂
倉
新
道
か
ら
の
茂
倉

岳
・
一
の
倉
岳
・
谷
川
岳
の
稜
線
が
一
望
で
き
る
。
さ
ら
に
左

手
に
、
初
夏
に
登
っ
た
「
大
源
太
山
か
ら
七
つ
小
屋
山
」
が
見

え
る
。
右
手
に
は
、「
平
標
新
道
か
ら
の
平
標
山
・
仙
の
倉
山
」

が
見
え
る
。
こ
の
日
は
こ
ち
ら
側
は
雲
が
た
な
び
き
、
山
頂
や

稜
線
が
終
日
隠
れ
て
い
た
。
正
面
が
万
太
郎
山
で
左
右
に
国
境

稜
線
が
連
な
っ
て
い
る
。
春
の
大
源
太
山
（
群
馬
・
三
国
峠
側
）

か
ら
見
た
稜
線
を
逆
側
（
新
潟
側
）
か
ら
見
て
い
る
。 

 

●
大
ベ
タ
テ
ノ
頭
か
ら
万
太
郎
山 

  

大
ベ
タ
テ
ノ
頭
（
ベ
タ
テ
と
は
ど
う
い
う
意
味
？
）
で
、
草

刈
の
ソ
ー
を
持
っ
た
登
山
道
整
備
の
工
事
人
二
人
が
追
い
つ

く
。
こ
の
先
の
道
の
草
・
笹
刈
を
す
る
と
い
う
（
今
ま
で
の
道

の
刈
ら
れ
た
笹
は
こ
の
人
た
ち
の
直
近
の
整
備
だ
っ
た
の
か
）
。 

  

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
充
し
て
一
休
み
し
て
出
発
す
る
。
万
太
郎

山
の
前
衛
の
岩
峰
が
行
く
手
に
雄
雄
し
く
そ
そ
り
立
つ
。
山
頂

は
あ
の
先
な
の
か
、
あ
と
二
時
間
以
上
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
シ
ン

ド
ク
感
じ
る
。
岩
峰
の
左
手
の
小
高
い
ピ
ー
ク
か
ら
左
手
に
痩

せ
た
尾
根
続
き
を
進
み
、
岩
峰
の
真
下
を
通
り
右
手
に
回
り
込

む
。
笹
が
密
集
し
て
お
り
「
完
全
な
藪
漕
ぎ
」
状
態
に
な
る
。 

  

昨
日
の
雨
で
濡
れ
て
い
る
上
に
、
傾
斜
が
き
つ
く
笹
の
茎
が

滑
り
や
す
く
、
何
度
か
滑
り
落
ち
る
。
数
十
分
で
腰
下
は
グ
ッ

シ
ョ
リ
・
ド
ロ
ド
ロ
に
な
る
。
藪
漕
ぎ
が
終
わ
る
と
、
今
度
は

傾
斜
の
キ
ツ
イ
岩
稜
（
岩
場
）
が
待
ち
構
え
て
い
た
。
結
構
な

高
度
感
が
出
る
の
で
さ
す
が
に
ビ
ビ
る
。
岩
場
が
終
わ
る
と
な

だ
ら
か
な
稜
線
が
山
頂
ま
で
続
き
、
右
手
の
山
肌
の
低
木
や
草
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原
の
紅
葉
が
と
て
も
綺
麗
だ
。
悪
戦
苦
闘
し
て
一
一
時
四
〇
分

に
山
頂
に
着
く
。 

 

● 

万
太
郎
山
・
細
長
い
山
頂 

  

稜
線
に
出
る
と
山
頂
に
道
標
が
あ
る
の
が
見
え
る
。
着
い
て

み
る
と
山
頂
で
は
な
か
っ
た
。
谷
川
岳
へ
の
縦
走
の
降
り
口
で
、

山
頂
は
細
長
く
、
反
対
端
の
仙
の
倉
山
へ
の
縦
走
路
の
降
り
口

の
方
に
あ
っ
た
。 

  

山
頂
付
近
で
は
ガ
ス
が
広
が
り
乳
白
色
の
真
っ
只
中
に
居

る
。
展
望
は
全
く
無
い
。
し
ば
し
食
事
で
キ
リ
の
は
れ
る
の
を

待
つ
。
谷
川
岳
側
は
時
々
霧
が
切
れ
て
縦
走
路
が
続
く
の
が
見

え
る
。
仙
の
倉
山
方
面
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
。
し
か
し
、
谷

川
岳
か
ら
平
標
山
へ
の
縦
走
は
か
な
り
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が

続
き
、
テ
ン
ト
・
水
・
食
料
持
参
の
重
荷
で
は
シ
ン
ド
そ
う
だ
。 

 

●
下
り
…
紅
葉
と
岩
下
り
と
笹
刈
の
工
事 

  

山
頂
の
キ
リ
は
晴
れ
そ
う
も
無
い
の
で
下
る
。
岩
峰
ま
で
の

な
だ
ら
か
な
下
り
で
「
紅
葉
」
楽
し
む
。
こ
の
標
高
ま
で
で
、

そ
の
下
の
森
林
帯
は
全
く
色
づ
い
て
い
な
い
。
登
り
で
も
苦
労

し
た
岩
場
に
差
し
掛
か
る
。
登
山
者
が
少
な
い
せ
い
か
こ
こ
で

は
鎖
や
ロ
ー
プ
は
な
い
。
や
っ
と
下
り
終
え
る
と
今
度
は
笹
薮

漕
ぎ
が
待
っ
て
い
た
。 

  

下
り
は
重
心
が
か
か
る
の
で
も
っ
と
滑
る
。
藪
漕
ぎ
を
終
え

た
と
こ
ろ
に
、
笹
刈
り
工
事
の
人
と
で
あ
っ
た
。
一
日
違
え
ば

苦
労
せ
ず
に
す
ん
だ
か
も
…
。
大
ベ
タ
テ
ノ
頭
に
は
二
時
に
な

っ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
登
山
口
ま
で
休
み
な
し
で
下
っ
て
も
一

時
間
四
〇
分
近
く
か
か
っ
た
。
足
が
ガ
ク
ガ
ク
に
な
っ
て
い
た
。 

 

●
ま
と
め 

  

下
り
に
弱
い
…
南
ア
の
各
山
行
で
も
そ
う
だ
っ
た
が
、
ガ
イ

ド
行
程
時
間
に
比
べ
、
登
り
は
ま
ず
ま
ず
同
じ
時
間
な
の
に
、

下
り
は
か
な
り
多
め
に
か
か
っ
て
し
ま
う
。
中
高
年
は
下
り
で

の
事
故
率
が
多
い
と
の
こ
と
で
注
意
し
て
下
る
よ
う
に
し
て

い
る
せ
い
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
か
か
り
過
ぎ
。
対
策
の

し
よ
う
が
な
い
（
計
画
に
こ
の
特
性
を
織
り
込
ん
で
お
く
）。 
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秋
口
は
日
帰
り
が
不
便
…
車
で
の
行
き
来
が
夜
明
け
前
、
夜

間
に
な
っ
て
し
ま
う
。
心
理
的
な
あ
せ
り
が
出
た
り
、
昼
間
の

行
程
に
ム
リ
が
で
そ
う
で
今
回
の
よ
う
な
遠
出
は
あ
ま
り
よ

く
な
い
。 

  

行
動
食
の
改
革
…
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
行
動
食
は
飽
き
た

（
非
常
食
に
は
い
い
が
）
。
羊
羹
も
一
口
ま
で
、
甘
納
豆
や
ゼ

リ
ー
・
プ
ラ
ム
や
餅
も
少
し
な
ら
い
い
が
日
に
何
度
も
と
な
る

と
飽
き
る
。
楽
し
く
感
じ
な
け
れ
ば
。
お
に
ぎ
り
や
お
い
な
り

な
ど
ご
飯
も
の
の
復
活
が
必
要
か
な
…
。
ボ
ン
ベ
・
水
も
ち
で

の
ラ
ー
メ
ン
・
レ
ト
ル
ト
な
ど
も
研
究
対
象
に
す
べ
き
か
…
。 
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  ① 林道駐車場先・登山口   ② 仙の倉・平標山の稜線を望む 

 

   
  ③ 茂倉岳・一の倉岳の稜線を望む 

 

      
  ④ 縦走路分岐の道標        ⑤ 万太郎山・山頂 霧の中 
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   ⑤万太郎山・山頂直下の岩峰群  

 

   

  ⑥万太郎山・岩峰付近の紅葉 
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■目的地までの交通機関・自動車コース 

●往路…自宅＝3.40－関越・練馬 IC－98.5km・1 時間 10 分－駒寄 PA（5.00・

出入）－赤城高原ＳＡ休憩 68.5km・約 50 分－湯沢 IC＝6.00－（0.30）－吾策

新道・駐車場＝6.40 

 

●帰路…駐車場＝15.50－湯沢 IC＝16.00－関越 97.4Km・約 1 時間 15 分－本庄

児玉・出入＝17.10－関越 69.6Km・約 50分－自宅＝18.20 

 

 

■登山コース・タイム 

●往路…新道駐車場＝7.00－（2.00）－大ベタテノ頭＝8.00～8.20－（2.20）

－万太郎山（1954ｍ）＝11.40～12.10 

 

●帰路…万太郎山＝12.10―（1.40）―大ベタテノ頭＝13.50～14.00―（1.30）

―新道駐車場＝15.40 
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↑ 上越・大源太山（七ツ小屋山への稜線から） 

一
、
谷
川
連
峰
（
上
越
国
境
）
の
山
々 

 
 

「
旭
原
・
大
源
太
山
・
七
つ
小
屋
山
」 

 

 
 

（
二
〇
〇
七
年
六
月
二
八
日
） 

●
登
山
口
ま
で
の
ア
ク
セ
ス 

  

赤
城
高
原
Ｓ
Ａ
ま
で
は
何
時
も
通
り
。
関
越
道
の
長
い
ト
ン

ネ
ル
を
過
ぎ
て
「
湯
沢
Ｉ
Ｃ
」
で
降
り
る
。
水
上
Ｉ
Ｃ
か
ら
湯

沢
Ｉ
Ｃ
の
間
は
思
い
の
外
長
く
感
じ
た
（
実
際
は
一
五 

分
位

い
か
）
。
湯
沢
の
市
街
地
（
温
泉
街
・
ス
キ
ー
の
ホ
テ
ル
街
？
）

を
「
大
源
太
キ
ャ
ニ
ォ
ン
」
の
道
標
を
頼
り
に
進
む
。
キ
ャ
ニ

オ
ン
手
前
で
「
大
源
太
山
登
山
口
（
旭
原
）
」
の
大
き
な
案
内

板
が
あ
り
、
そ
の
林
道
に
入
る
。 

  

林
道
の
終
点
（
湯
沢
Ｉ
Ｃ
か
ら
約
二
〇
分
）
に
駐
車
場
が
あ

り
、
登
山
口
の
道
標
と
届
箱
が
あ
る
。
こ
こ
の
標
高
は
七
〇
〇

ｍ
（
大
源
太
山
の
山
頂
ま
で
標
高
差
約
九
〇
〇
ｍ
）。 

 

●
登
山
口
か
ら
渡
渉
箇
所 

  
七
時
丁
度
の
出
発
を
目
指
し
準
備
し
て
い
る
と
、
別
の
車
が

来
た
（
私
が
今
日
の
一
番
の
到
着
）
。
高
崎
の
二
人
組
み
の
方
々

で
大
源
太
山
の
往
復
と
渓
谷
釣
り
を
さ
れ
る
と
い
う
。
登
山
届

け
を
出
し
て
先
発
す
る
。 



38 

 
し
ば
し
林
間
の
道
を
行
く
と
、
沢
を
渡
る
（
昔
は
丸
太
橋
で
、

今
は
工
事
現
場
の
鉄
パ
イ
プ
組
み
と
金
属
の
渡
板
）
。
そ
の
先

で
、
「
謙
信
ゆ
か
り
の
道
」
の
分
岐
に
出
る
。
更
に
沢
沿
い
を

行
く
と
「
ト
ラ
ロ
ー
プ
」
の
あ
る
渡
渉
箇
所
に
着
く
。
ネ
ッ
ト

で
は
危
な
い
と
か
落
ち
た
と
か
書
か
れ
て
あ
っ
た
が
、
余
程
の

増
水
・
濁
流
に
な
ら
な
い
限
り
問
題
な
い
。 

 

●
渡
渉
箇
所
か
ら
森
林
限
界
付
近
ま
で 

  

渡
渉
箇
所
の
先
（
対
岸
）
の
ペ
ン
キ
案
内
・
文
字
が
見
え
な

い
道
標
を
過
ぎ
て
か
ら
、
ガ
イ
ド
に
も
あ
る
「
ト
ラ
ロ
ー
プ
」

の
あ
る
一
直
線
の
登
り
が
続
く
。
白
毛
門
の
登
り
も
一
直
線
の

登
り
だ
っ
た
が
、
こ
ち
ら
の
方
が
登
山
道
が
、
土
崩
れ
し
て
い

て
滑
り
や
す
く
、
登
り
に
く
い
。 

  

樹
林
帯
で
風
も
な
く
景
色
も
見
え
ず
の
約

3
0
 

分
ほ
ど
汗
み

ど
ろ
の
苦
闘
が
続
く
。
尾
根
筋
に
出
て
、
ブ
ナ
の
新
緑
で
周
囲

が
明
る
く
な
り
、
左
手
が
ガ
レ
場
の
と
こ
ろ
に
出
る
と
、
先
ほ

ど
の
二
人
組
が
追
い
つ
い
て
き
た
。 

 

 

こ
こ
か
ら
は
季
節
の
「
花
々
」
が
登
山
道
の
左
右
を
彩
る
。

辛
い
登
り
な
が
ら
デ
ジ
カ
メ
で
撮
り
ま
く
る
。
森
林
限
界
を
過

ぎ
る
と
風
が
心
地
よ
く
、
ま
た
展
望
も
、
目
的
の
大
源
太
山
か

ら
七
ツ
小
屋
山
へ
の
稜
線
が
開
け
て
き
た
。 

 

●
森
林
限
界
か
ら
大
源
太
山
・
山
頂 

  

展
望
の
開
け
た
稜
線
に
出
て
山
頂
が
見
え
て
い
る
の
に
、
約

一 

時
間
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
二
人
組
み
に
は
置
い
て
い
か

れ
、
後
か
ら
の
単
独
者
に
も
追
い
越
さ
れ
た
。
花
の
写
真
撮
り

に
時
間
を
か
け
た
…
と
い
え
ば
聞
こ
え
は
良
い
が
、
か
な
り

「
バ
テ
」
た
（
後
で
考
え
て
み
た
ら
途
中
「
熱
中
症
予
防
の
水

補
充
」
ば
か
り
で
「
シ
ャ
リ
バ
テ
」
し
て
い
た
ら
し
い
）。 

  

岩
場
（
鎖
場
）
を
過
ぎ
て
よ
う
や
く
山
頂
に
着
い
た
（
一
〇

時
）
。
三
六
〇
度
の
展
望
だ
が
「
高
曇
り
で
遠
望
は
霞
が
か
っ

て
い
て
シ
ャ
ー
プ
な
山
容
は
無
理
」
だ
っ
た
。
で
も
、
こ
の
位

置
か
ら
の
上
越
国
境
の
山
々
や
、
巻
機
山
な
ど
越
後
の
山
々
は
、

私
に
と
っ
て
初
め
て
と
な
る
。 
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●
大
源
太
山
か
ら
七
ツ
小
屋
山
へ
の
稜
線
歩
き 

  

エ
ネ
ル
ギ
補
充
・
水
補
充
し
て2

 

人
組
み
よ
り
先
に
出
発
す

る
（
一
〇
時
二
〇
分
）
。
岩
混
じ
り
の
痩
せ
た
尾
根
筋
が
少
し

続
き
、
そ
の
先
は
ス
パ
ッ
と
切
れ
落
ち
て
い
る
。
い
よ
い
よ
山

頂
直
下
の
急
な
岩
場
の
下
り
に
入
る
。
鎖
は
あ
る
が
、
足
場
を

探
る
と
き
に
下
を
向
く
の
で
高
度
感
が
出
る
。 

  

二 

箇
所
の
鎖
場
が
続
き
、
さ
ら
に
ト
ラ
ロ
ー
プ
の
岩
場
が

二
箇
所
続
く
。
ロ
ー
プ
岩
場
の
方
が
や
や
傾
斜
が
ゆ
る
い
が
、

ロ
ー
プ
が
頼
り
な
げ
で
、
緊
張
は
続
く
。
多
分
、
登
り
な
ら
快

適
な
の
だ
ろ
う
が
、
何
時
も
の
こ
と
な
が
ら
。
下
り
で
は
手
が

か
り
、
足
が
か
り
に
苦
労
す
る
。 

  

痩
せ
た
尾
根
だ
が
傾
斜
が
穏
や
か
に
な
り
ひ
と
心
地
つ
い

た
。
振
り
返
る
と
大
源
太
山
の
双
耳
が
、
更
に
行
く
と
「
上
越

の
マ
ッ
タ
ー
フ
ォ
ル
ン
」
と
い
わ
れ
る
鋭
角
の
山
容
が
望
ま
れ

る
。
こ
こ
か
ら
ま
た
一
段
と
「
花
々
」
が
背
の
低
い
笹
原
の
中

に
出
現
し
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
七
ツ
小
屋
山
へ
の
た
お
や
か
な

稜
線
が
開
け
る
。
清
水
峠
か
ら
の
道
を
合
わ
せ
る
と
山
頂
の
道

標
が
ポ
ツ
ン
と
み
え
る
。
山
頂
は
稜
線
の
ち
ょ
っ
と
し
た
ピ
ー

ク
に
過
ぎ
な
い
（
一
二 

時
）。
こ
の
間
も
、
思
い
の
外
時
間
が

か
か
っ
た
。 

  

山
頂
を
過
ぎ
る
と
ま
た
、
笹
原
の
開
け
た
い
く
つ
か
の
な
だ

ら
か
な
丘
の
道
が
続
く
。
清
水
峠
の
く
び
れ
か
ら
、
対
岸
の
朝

日
岳
・
笠
が
岳
・
白
毛
門
へ
続
く
稜
線
、
足
元
か
ら
続
く
蓬
峠
・

武
能
岳
・
茂
倉
岳
の
稜
線
が
、
霞
か
霧
か
に
隠
れ
た
り
現
れ
た

り
し
て
い
る
。
歩
み
は
快
適
だ
。 

 

●
謙
信
ゆ
か
り
の
道
分
岐
か
ら
シ
シ
ゴ
ヤ
の
頭
・
駐
車
場 

  

七
ツ
小
屋
山
か
ら
謙
信
ゆ
か
り
の
道
分
岐
ま
で
が
、
快
適
・

開
放
的
な
国
境
稜
線
だ
っ
た
。
謙
信
ゆ
か
り
の
道
か
ら
シ
シ
ゴ

ヤ
の
頭
ま
で
も
、
こ
れ
ま
で
よ
り
多
少
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
は
あ

る
も
の
の
、
右
手
に
、
今
ま
で
辿
っ
て
き
た
、
鋭
い
山
容
の
大

源
太
山
、
た
お
や
か
な
山
容
の
七
ツ
小
屋
山
を
望
む
こ
と
が
出

来
る
。 

  

左
手
の
や
や
背
後
に
は
、
谷
川
岳
へ
の
稜
線
と
そ
の
右
手
に
、
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や
は
り
鋭
い
山
容
（
ピ
ラ
ミ
ダ
ル
？
）
の
「
万
太
郎
山
」
、
た

お
や
か
な
山
容
の
「
仙
の
倉
山
・
平
標
山
」
が
望
ま
れ
る
。 

  

こ
の
尾
根
筋
に
も
花
が
多
い
。
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
も
つ
ぼ
み

（
？
）
始
め
、
な
か
に
は
気
早
く
咲
い
て
い
る
も
の
あ
っ
た
。

ハ
ク
サ
ン
チ
ド
リ
の
紫
も
映
え
て
い
た
。 

 

●
ま
と
め
…
花
々
が
歓
迎
し
て
く
れ
た 

  

平
標
・
仙
の
倉
山
で
も
多
く
の
花
々
に
出
合
っ
た
が
、
こ
こ

大
源
太
山
・
七
ツ
小
屋
山
も
多
か
っ
た
。
五 
月
の
中
旬
か
ら

六
月
の
下
旬
と
い
う
時
期
的
な
ズ
レ
、
同
じ
上
越
国
境
で
も
地

域
的
な
ズ
レ
、
が
あ
る
か
ら
か
、
同
じ
花
と
出
合
う
ば
か
り
で

な
く
、
新
し
い
種
に
出
合
う
…
写
真
を
撮
り
、
名
前
を
調
べ
る

楽
し
み
が
続
く
（
今
回
も4

四
日
調
査
、覚
え
た
花
も
増
え
た
）
。 

  

こ
の
季
節
、
上
越
の
山
は
暑
い
、
湿
度
が
高
い
。
樹
林
帯
の

登
り
、
降
り
は
「
さ
な
が
ら
蒸
し
風
呂
」
の
よ
う
だ
っ
た
。
し

か
も
ブ
ヨ
が
し
つ
こ
い
。
上
越
は
楽
し
み
も
苦
し
み
も
満
杯
… 

 

                    



41 

     
  ① 難所だという渡渉箇所  ② 大源太山への稜線（岩・鎖場から） 

 

     
  ③大源太山・山頂  ④ 七ツ小屋山方面への岩場の降り 

 

    
  ⑤ から七ツ小屋山  ⑥ シシゴヤノ頭から武能岳方面 

 

   
  ⑦ 謙信ゆかりの道の分岐点   ⑧ 登山口・駐車場 
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■目的地までの交通機関・自動車コース 

●往路…自宅＝4.00－関越・練馬 IC－98.5km・1 時間 10 分－駒寄 PA（5.15・

出入）－赤城高原ＳＡ休憩・68.5km・約 50分－湯沢 IC＝6.20－大源太キャニオ

ン経由旭原の先－林道終点・駐車場＝6.40 

 

●帰路…駐車場＝15.50－湯沢 IC＝16.10－関越 97.4Km・約 1 時間 15 分・上里

SA15分－本庄児玉・出入＝17.40－関越 69.6Km・約 50分－自宅＝16.30 

 

 

■登山コース・タイム 

●往路… 林道終点・駐車場＝7.00－（丸木橋経由 0.30）－渡渉点＝7.30－

（2.30）－大源太山（1598m）＝10.00～10.20 

 

●帰路…大源太山＝10.20―（1.40）－七ッ小屋山（1674m）＝12.00～12.10－

（0.40）－謙信ゆかりの道・分岐＝12.50－（0.40）－シシゴヤの頭＝13.30～

13.45－（丸木橋経由 2.00）―駐車場＝15.30 
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↑ マチガ沢出会い・巌剛新道登山口 

一
、
谷
川
連
峰
（
上
越
国
境
）
の
山
々 

 
 

「
土
合
・
巌
剛
新
道
・
谷
川
岳
・
天
神
平
」 

 

 
 

（
二
〇
〇
七
年
六
月
一
二
日
） 

●
登
山
口
ま
で
の
ア
ク
セ
ス 

  

五
月
の
白
毛
門
の
時
と
全
く
同
じ
要
領
だ
。
赤
城
高
原
Ｓ
Ａ

を
五
時
四
五
分
に
出
た
ら
、
水
上
Ｉ
Ｃ
に
通
勤
割
対
象
の
六
時

少
し
過
ぎ
に
着
い
た
。
朝
の
車
の
少
な
い
二
九
一
号
線
を
飛
ば

し
、
前
回
の
駐
車
場
を
過
ぎ
て
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
駅
の
駐
車
場

に
入
る
（
六
時
四
〇
分
頃
）
。
も
う
同
じ
目
的
の
車
と
人
が
到

着
し
て
い
た
。 

 

●
マ
チ
ガ
沢
出
会
い
・
巌
剛
新
道
の
見
晴
台 

  

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
駅
周
辺
は
、
数
年
前
に
バ
ス
で
来
た
と
き
と

全
く
違
っ
て
い
た
。
駐
車
場
（
前
も
あ
っ
た
）
と
駅
が
つ
な
が

っ
て
い
た
。
山
岳
指
導
セ
ン
タ
ー
の
場
所
や
マ
チ
ガ
沢
・
一
の

倉
沢
へ
の
旧
道
が
わ
か
ら
ず
あ
わ
て
た
。 

  
登
山
届
け
を
出
し
、
西
黒
尾
根
の
登
山
口
を
過
ぎ
て
、
左
手

に
回
り
込
む
と
、
マ
チ
ガ
沢
の
駐
車
場
に
着
く
。
既
に
多
く
の

マ
イ
カ
ー
観
光
客
が
来
て
い
た
。
そ
の
先
が
巌
剛
新
道
の
登
山

口
だ
っ
た
。
シ
ャ
ツ
一
枚
に
な
る
。 
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し
ば
ら
く
は
マ
チ
ガ
沢
本
谷
と
並
行
す
る
枝
沢
沿
い
の
道

を
行
く
。
登
山
道
が
沢
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
花
が
綺
麗

に
咲
い
て
い
た
（
登
り
の
お
花
ロ
ー
ド
）
。
一
時
間
も
か
か
ら

ず
に
「
見
晴
台
」
に
着
い
た
。
マ
チ
ガ
沢
に
は
残
雪
が
多
く
、

ス
キ
ー
を
し
て
い
る
人
が
見
え
た
。
こ
こ
で
こ
れ
か
ら
の
本
格

的
な
登
り
（
約
三
時
間
）
に
備
え
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
充
す
る
。 

 

●
見
晴
台
か
ら
ガ
レ
沢
の
頭 

 

  

ガ
イ
ド
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
か
ら
が
本
格
的
な
登
り
、
鎖
場
も

あ
る
。
確
か
に
展
望
の
な
い
直
線
的
な
登
り
が
続
き
、
岩
場
に

は
鎖
の
登
り
も
あ
っ
た
が
、
さ
ほ
ど
悪
戦
苦
闘
し
た
と
思
え
な

い
。
道
が
右
に
巻
く
よ
う
に
な
る
と
、
青
空
が
間
近
に
広
が
り
、

ひ
ょ
っ
こ
り
と
ガ
レ
沢
の
頭
に
飛
び
出
し
た
。 

  

西
黒
尾
根
の
こ
こ
か
ら
の
登
り
に
は
何
人
か
の
登
山
者
が

い
た
。
こ
こ
で
は
西
黒
尾
根
・
下
部
か
ら
登
っ
て
き
た
三
人
組

に
出
合
う
。
左
手
に
は
天
神
尾
根
と
天
神
平
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー

駅
が
見
え
た
。
マ
チ
ガ
沢
の
源
頭
に
は
谷
川
岳
（
ト
マ
の
耳
・

オ
キ
の
耳
）
が
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
こ
か
ら
は
ま
だ
遠
い
し

高
い
。
こ
こ
で
も
水
分
と
エ
ネ
ル
ギ-

を
補
充
し
て
三
人
組
の

後
を
登
り
始
め
る
。
晴
天
は
あ
り
が
た
く
、
風
も
心
地
良
い
が
、

さ
す
が
熱
い
。 

 

●
西
黒
尾
根
か
ら
肩
の
広
場 

  

岩
尾
根
歩
き
は
展
望
が
よ
く
快
適
だ
が
、
岩
か
ら
の
照
り
返

し
で
熱
い
。
熱
中
症
予
防
で
水
分
を
十
分
取
っ
て
い
る
の
で
、

汗
が
ほ
と
ば
し
る
。
し
か
も
ブ
ヨ
が
し
つ
こ
く
ま
と
わ
り
つ
く
。

ガ
イ
ド
で
警
告
し
て
い
た
岩
場
・
鎖
場
も
何
の
こ
と
は
な
く
、

勾
配
の
ゆ
る
く
な
っ
た
笹
原
を
行
く
と
雪
田
の
肩
の
広
場
に

で
た
。
ト
マ
の
耳
に
人
が
群
れ
て
い
る
の
が
見
え
た
。 

 

●
谷
川
岳
・
ト
マ
の
耳
…
オ
キ
の
耳
往
復 

  

ト
マ
の
耳
は
満
員
状
態
な
の
で
、
写
真
だ
け
に
し
て
、
オ
キ

の
耳
へ
い
く
。
二
〇
分
ほ
ど
だ
が
こ
こ
ま
で
の
疲
れ
で
シ
ン
ド

イ
。
ト
マ
の
耳
で
写
真
を
撮
り
昼
食
（
と
い
っ
て
も
例
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
ゼ
リ
ー
・
饅
頭
な
ど
行
動
食
）
。
標
高
差
一
三
〇
〇

ｍ
位
・
休
憩
二
度
入
れ
て
、
五
時
間
近
い
行
動
で
ま
ず
ま
ず
。 
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こ
こ
か
ら
は
一
の
倉
岳
・
芝
倉
岳
の
稜
線
、
万
太
郎
山
・
仙

の
倉
山
へ
の
稜
線
が
一
望
で
き
る
。
背
後
に
は
白
毛
門
・
笠
が

岳
・
朝
日
岳
の
稜
線
、
さ
ら
に
右
手
に
は
上
州
武
尊
岳
、
尾
瀬

の
至
仏
山
・
燧
ケ
岳
も
…
。 

 

●
肩
の
広
場
か
ら
天
神
尾
根 

  

肩
の
広
場
の
雪
田
は
、
ロ
ー
プ
沿
い
に
つ
け
ら
れ
た
ス
テ
ッ

プ
に
あ
わ
せ
て
慎
重
に
下
る
。
結
構
な
雪
量
だ
っ
た
。
下
の
岩

道
に
は
雪
解
け
の
水
が
流
れ
て
い
た
。
ガ
イ
ド
で
は
こ
こ
か
ら

避
難
小
屋
ま
で
一
時
間
近
く
と
あ
る
。 

  

こ
こ
も
注
意
し
て
下
る
と
「
お
花
ロ
ー
ド
」
だ
っ
た
。
白
い

花
の
咲
く
木
の
「
タ
ム
シ
バ
」
と
一
緒
に
咲
い
て
い
る
、
紅
紫

の
花
の
木
を
「
ム
ラ
サ
キ
ヤ
シ
オ
」
と
し
た
が
？ 

そ
の
他
、

「
白
色
の
イ
ワ
カ
ガ
ミ
」
や
初
め
て
見
た
「
ハ
ク
サ
ン
コ
ザ
ク

ラ
」
が
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。 

  

途
中
、
俎
品
（
ま
な
い
た
ぐ
ら
）
の
特
徴
あ
る
稜
線
と
、
幕

岩
が
右
手
に
見
え
る
。
途
中
岩
場
が
何
箇
所
か
あ
り
、
鎖
を
使

っ
て
の
下
り
と
な
っ
た
。
西
日
の
当
た
る
尾
根
筋
で
と
て
も
熱

か
っ
た
。
私
よ
り
年
配
と
思
わ
れ
る
男
の
二
人
組
み
が
い
き
よ

い
よ
く
追
い
越
し
て
い
っ
た
（
そ
の
速
さ
に
驚
き
）
。
予
定
通

り1

時
間
で
避
難
小
屋
、
い
わ
お
新
道
の
分
岐
に
つ
い
た
。 

 

●
天
神
平
・
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
駅
・
駐
車
場 

  

熊
穴
沢
の
頭
の
避
難
小
屋
か
ら
天
神
山
の
山
腹
を
巻
く
よ

う
に
岩
混
じ
り
の
幅
広
の
道
、
さ
ら
に
木
の
道
が
続
い
て
お
り

快
適
に
下
る
。
途
中
、
谷
川
岳
（
ト
マ
の
耳
・
オ
キ
の
耳
）
が

正
面
に
見
え
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
思
わ
ず
写
真
を
撮
る
。
田
尻

尾
根
の
下
山
道
を
分
岐
す
る
と
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
駅
の
広
場
に

出
る
。
随
分
と
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
（
駅
舎
も
新
し
く
な
り
、

レ
ス
ト
ラ
ン
も
出
来
て
い
た
）
。
下
り
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
は
一

二
〇
〇
円
だ
っ
た
。 

  
花
た
ち
は
今
回
も
さ
ま
ざ
ま
な
顔
を
見
せ
て
く
れ
た
。
平
標

山
の
時
と
同
じ
顔
ぶ
れ
（
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
・
ツ
ツ
ジ
・
ア
ジ
サ
イ

な
ど
）
も
多
く
、
別
種
と
思
わ
れ
る
も
の
を
撮
影
し
調
べ
て
み

た
。（
？
）
は
定
か
で
な
い
名
称
。 
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  ① ガレ沢の頭から天神平方面    ②西黒尾根の上部 鎖の岩場 

 

     
  ③肩の広場手前からの谷川岳の双耳  

 

    
  ④ オジカ沢の頭・万太郎山・仙の倉山 ⑤天神尾根からのロープウェー駅 
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  ⑥ オキの耳・一の倉岳・芝倉岳 

 
  ⑦巌剛新道～谷川岳～天神平 の花たち 

      
  ↑コイワカガミ     ↑ミヤマスミレ ?    ↑ハクサンコザクラ 

    
  ↑ムラサキヤシオ？   ↑マイズルソウ ? 
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■目的地までの交通機関・自動車コース 

●往路…自宅＝4.00－関越・練馬 IC－98.5km－駒寄 PA（5.20・出入）－赤城高

原ＳＡ休憩・42.5km－水上 IC＝6.05－291 号線・20km－ロープウェー・駐車場

＝6.30 

 

●帰路… 駐車場＝15.30―ＪＡ農産物直売所－水上 IC－84.9km－花園 IC（出

入）＝17.30－練馬 IC＝18.30 

 

 

■登山コース・タイム 

●往路… 駐車場＝6.40－（0.30）－マチガ沢出会＝7.10―（1.00）―第一展望

台＝8.10～8.30―（1.10）―ガレ沢の頭＝9.40～9.50―（1.40）―肩の広場―

トマの耳＝11.30－（0.20）－オキの耳・谷川岳（1977ｍ）＝11.50～12.10 

 

●帰路… 谷川岳＝12.10―（0.20）―トマの耳・肩の小屋＝12.30―（1.00）―

熊穴沢ノ頭避難小屋＝13.30―（0.40）―天神平駅＝14.10～14.30－ロープアウ

ェー・駐車場＝14.40 
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↑ 松手山・山頂付近からの平標山への尾根筋 

一
、
谷
川
連
峰
（
上
越
国
境
）
の
山
々 

 
 

「
平
標
山
・
仙
の
倉
山
・
平
標
小
屋
」 

 

 
 

（
二
〇
〇
七
年
六
月
五
日
） 

●
登
山
口
ま
で
の
ア
ク
セ
ス 

  

前
回
の
、
三
国
峠
・
大
源
太
山
は
ト
ン
ネ
ル
手
前
（
群
馬
側
）

に
駐
車
、
今
回
は
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
り
、
出
口
の
新
潟
側
の
駐

車
場
を
確
認
し
つ
つ
、
土
産
物
屋
や
商
店
街
の
あ
る
浅
貝
を
通

過
し
、
苗
場
ス
キ
ー
場
（
苗
場
プ
リ
ン
ス
）
の
広
い
駐
車
場
を

左
手
に
見
な
が
ら
さ
ら
に
進
む
。
や
や
登
り
の
半
隋
道
を
通
り

ま
た
く
だ
り
に
入
る
と
、
右
手
に
学
校
が
見
え
そ
の
先
に
「
平

標
山
登
山
口
」
の
駐
車
場
の
案
内
が
あ
る
（
私
は
通
り
過
ぎ
て

Ｕ
タ
ー
ン
し
た
）。 

  

月
夜
野
Ｉ
Ｃ
を
割
引
対
象
と
な
る
六
時
少
し
過
ぎ
に
出
て
、

国
道
一
七
号
を
快
適
に
走
り
、
七
時
少
し
前
に
登
山
口
の
駐
車

場
に
着
い
た
。 

 

●
登
山
口
か
ら
巨
大
鉄
塔
下
…
ひ
た
す
ら
登
り 

  
駐
車
場
に
は
既
に
一
〇
台
近
い
車
が
止
ま
っ
て
い
た
。
七
時

少
し
過
ぎ
に
出
発
す
る
。
こ
こ
の
標
高
は
一
〇
〇
〇
ｍ
近
い
。

平
標
山
ま
で
、
標
高
差
一
〇
〇
〇
ｍ
の
登
り
と
な
る
。 
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登
山
道
を
し
ば
ら
く
行
く
と
、
動
物
の
動
く
気
配
が
し
て

「
鈴
」
を
激
し
く
鳴
ら
す
。
笹
が
動
き
、
威
嚇
す
る
様
な
う
な

り
声
が
し
た
。
熊
か
？
…
。
鈴
を
鳴
ら
し
な
が
ら
静
か
に
登
り

続
け
る
と
、
何
か
の
目
線
を
感
じ
そ
ち
ら
を
見
る
と
、
ね
ず
み

色
の
毛
の
大
人
の
「
さ
る
」
が
倒
木
の
上
に
座
っ
て
こ
ち
ら
を

見
て
い
た
。
ボ
ス
ら
し
い
。
あ
い
つ
か
！
…
。
安
心
し
た
。 

  

サ
ル
と
の
出
会
い
の
先
か
ら
、
ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
の
新
緑
の

中
、
木
で
作
ら
れ
た
階
段
が
続
く
。
こ
れ
が
意
外
と
シ
ン
ド
イ
。

登
り
な
が
ら
振
り
返
る
と
苗
場
ス
キ
ー
場
の
の
ホ
テ
ル
、
真
下

は
別
荘
地
、
左
手
は
前
回
の
大
源
太
山
か
ら
三
国
山
の
稜
線
、

ま
た
正
面
に
は
ま
だ
雪
の
あ
る
苗
場
山
が
見
え
る
。 

 

●
鉄
塔
か
ら
松
手
山
…
高
山
植
物
と
の
出
会
い 

  

鉄
塔
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
と
、
足
元
に
高
山
植
物
の
花
が

出
現
し
、
単
調
な
登
り
を
慰
め
て
く
れ
る
。
鉄
塔
下
に
一
時
間

ち
ょ
い
で
到
着
、
標
高
は
一
四
〇
〇
ｍ
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は

木
階
段
は
あ
る
も
の
の
キ
ツ
イ
登
り
は
な
く
な
り
、
次
々
と
出

現
す
る
「
可
愛
い
花
々
」
の
撮
影
に
忙
し
く
な
る
。
木
々
の
背

丈
が
低
く
な
り
、
や
が
て
森
林
限
界
に
近
づ
く
と
、
松
手
山
の

山
頂
に
到
着
、
足
元
か
ら
か
ら
平
標
山
へ
の
尾
根
道
が
見
え
て

き
た
。 

 

● 

松
手
山
か
ら
平
標
山 

  

松
手
山
か
ら
は
展
望
の
開
け
た
広
い
尾
根
筋
の
な
だ
ら
か

な
登
り
を
行
く
。
き
つ
い
陽
射
し
も
な
く
尾
根
筋
を
渡
る
風
が

心
地
よ
い
。
背
の
低
い
笹
原
が
続
く
中
に
、
こ
こ
で
も
所
々
に

花
々
が
群
れ
て
咲
い
て
い
た
。
こ
ん
な
に
可
愛
く
綺
麗
に
咲
い

て
い
る
花
々
な
の
に
、
登
り
の
辛
さ
を
紛
ら
わ
し
て
く
れ
て
い

る
の
に
、
私
は
そ
の
名
前
す
ら
知
ら
な
い
…
。
知
っ
て
い
る
の

は
奥
秩
父
で
出
会
っ
た
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
位
だ
（
こ
ち
ら
は
あ
ま
り

密
集
し
て
い
な
い
）。 

  

平
標
山
へ
の
登
り
は
、
見
え
て
い
て
な
だ
ら
か
な
の
だ
が
、

な
か
な
か
辿
り
着
か
な
い
。
背
の
低
い
サ
ク
ラ
（
？
）
が
満
開

だ
っ
た
。
仙
の
倉
山
方
面
が
見
え
始
め
た
最
後
の
登
り
を
喘
ぐ

と
、
山
頂
に
ひ
ょ
っ
こ
り
出
た
。
花
の
撮
影
に
時
間
が
か
か
り

一
〇
時
半
の
到
着
。
実
質
約
三
時
間
の
登
り
。 
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山
頂
か
ら
は
北
（
新
潟
）
側
の
苗
場
山
方
面
の
遠
望
や
、
通

り
過
ぎ
た
松
手
山
に
続
く
松
手
尾
根
、
足
元
か
ら
の
平
標
新
道

（
尾
根
）、
雪
に
埋
ま
っ
て
い
る
西
ゼ
ン
・
東
ゼ
ン
が
見
え
た
。

東
は
仙
の
倉
山
が
霧
に
隠
れ
た
り
、
現
れ
た
り
し
て
い
る
。
そ

の
先
は
霞
が
か
っ
て
見
え
な
い
。
南
（
群
馬
）
側
の
大
源
太
山
・

三
国
峠
方
面
は
完
全
に
霧
・
雲
の
中
だ
っ
た
。 

  

鉄
塔
下
で
の
エ
ネ
ル
ギ
補
充
だ
け
で
空
腹
感
が
募
る
。
こ
こ

で
昼
代
わ
り
の
エ
ネ
ル
ギ
補
充
、
行
動
食
の
新
顔
の
一
口
饅

頭
・
果
物
ゼ
リ
ー
な
ど
頂
く
。 

 

●
仙
の
倉
山
往
復 

  

仙
の
倉
山
へ
は
ガ
イ
ド
で
は
往
復
一
時
間
半
余
と
あ
る
。
標

高
差
は
た
い
し
た
こ
と
な
さ
そ
う
だ
が
距
離
は
あ
り
そ
う
だ
。

霧
が
流
れ
て
展
望
が
利
か
な
い
。
山
頂
か
ら
木
の
階
段
を
下
る
。

途
中
か
ら
岩
だ
ら
け
で
木
杭
を
抜
い
て
あ
る
整
備
中
の
道
と

な
る
。
鞍
部
か
ら
平
標
山
を
振
り
返
る
と
、
左
手
山
腹
に
残
雪

が
あ
っ
た
。 

 

 

一
つ
目
の
ピ
ー
ク
を
越
す
と
さ
ら
に
小
さ
な
ピ
ー
ク
が
続

く
。
階
段
登
り
で
息
継
ぎ
を
し
て
い
た
ら
女
性
の
登
山
者
に
追

い
越
さ
れ
た
。
最
後
の
登
り
を
こ
な
す
と
あ
ま
り
広
く
な
い
山

頂
に
出
る
。 

  

山
頂
に
は
、
万
太
郎
山
方
面
へ
出
発
し
て
い
っ
た
三
人
組
の

ほ
か
、
寝
て
い
る
人
、
食
事
し
て
い
る
人
、
先
ほ
ど
追
い
越
し

て
い
っ
た
女
性
の
み
だ
っ
た
。
霧
の
た
め
展
望
は
利
か
な
い
。

万
太
郎
へ
の
稜
線
、
谷
川
岳
、
一
の
倉
岳
な
ど
、
白
毛
門
と
は

逆
の
位
置
か
ら
の
展
望
が
欲
し
か
っ
た
。
帰
り
の
時
間
を
計
算

し
て
早
々
に
戻
る
。 

  

平
標
山
へ
の
戻
り
は
、
霧
の
稜
線
を
行
く
。
陽
射
し
は
な
く

涼
し
い
の
で
歩
み
が
は
か
ど
る
。
こ
の
往
復
で
は
、
高
山
植
物

の
花
々
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
か
っ
た
（
標
高
一
八
〇
〇
ｍ
～

二
〇
〇
〇
ｍ
）
。
時
期
が
ま
だ
、
早
す
ぎ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

  

●
平
標
山
か
ら
山
の
家
・
平
元
新
道
・
林
道 
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平
標
山
で
、
も
う
一
度
行
動
食
を
頂
く
。
靴
の
紐
を
締
め
な

お
し
て
一
二
時
四
〇
分
に
出
発
。
登
山
口
の
駐
車
場
ま
で
二
時

間
と
少
し
（
一
五
時
前
に
着
く
）
を
予
定
す
る
。 

  

山
頂
か
ら
木
の
階
段
の
く
だ
り
が
続
く
。
登
り
も
し
ん
ど
い

が
下
り
も
辛
い
。
振
り
返
る
と
平
標
山
も
仙
の
倉
山
も
霧
の
中

に
隠
れ
て
い
た
。
赤
谷
川
の
支
流
の
ま
だ
雪
の
残
る
沢
を
左
手

に
見
な
が
ら
下
る
。
新
潟
側
の
仙
の
倉
谷
の
西
ゼ
ン
・
東
ゼ
ン

も
そ
う
だ
が
、
こ
ち
ら
も
な
だ
ら
か
な
沢
筋
と
な
っ
て
い
る
。

三
〇
分
ほ
ど
で
山
の
家
の
赤
い
屋
根
が
見
え
た
。 

  

山
の
家
は
立
て
替
え
ら
れ
た
ば
か
り
と
い
う
。
冷
た
い
水
を

頂
き
、
平
元
新
道
を
下
る
。
山
の
家
の
荷
物
は
こ
こ
を
ボ
ッ
カ

す
る
の
だ
ろ
う
か
。
新
緑
に
輝
く
樹
林
帯
に
入
り
、
木
枠
組
み

の
整
備
さ
れ
た
道
を
下
る
。 

  

五
〇
分
ほ
ど
で
沢
沿
い
の
林
道
に
出
る
。
か
え
る
（
？
）
の

合
唱
が
う
る
さ
い
ほ
ど
だ
。
ダ
ー
ト
の
林
道
を
行
き
、
ゲ
ー
ト

過
ぎ
か
ら
舗
装
さ
れ
た
別
荘
地
の
道
に
変
わ
る
。
い
い
加
減
歩

き
飽
き
た
頃
、
駐
車
場
に
続
く
道
に
着
い
た
。 
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  ① 駐車場先・登山道の入り口    ② 巨大鉄塔（送電）下広場 

 

    
  ③ 松手山・山頂…苗場山を望む     ④ 平標山側から見た 仙の倉山 

 

     
  ⑤ 仙の倉山側から見た 平標山    ⑥ 平標山から山の家への下り 

 

     
  ⑦ 平標山の家     ⑧ 平標山・登山口駐車場トイレ 
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■目的地までの交通機関・自動車コース 

●往路…自宅＝4.00－関越・練馬 IC－98.5km－駒寄 PA（5.20・出入）－32.6km

－月夜野 IC＝6.10－17号線・40km・0.50－湯沢町町営・駐車場＝7.00 

 

●帰路…駐車場＝15.00―17 号線・40km－月夜野 IC＝15.50－赤城高原・休

91.7km－東松山 IC（出入）＝17.05－39.4Ｋｍ－練馬 IC・自宅＝17.50 

 

 

■登山コース・タイム 

●往路… 駐車場＝7.10－（1.10）－鉄塔＝8.20－（1.00）－松手山＝9.10―

（1.20）―平標山（1983ｍ）＝10.30～10.50―（0.50）―仙の倉山（2026ｍ）

＝11.35～11.45 

 

●復路…仙の倉山＝11.45―（0.45）―平標山＝12.30～12.40―（0.30）―平標

山の家＝13.05―（0.45）―林道出会＝13.50－（1.40）－駐車場＝14.45～15.00 
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↑大源太山・山頂からの平標山（左）・仙の倉山 

一
、
谷
川
連
峰
（
上
越
国
境
）
の
山
々 

 
 

「
三
国
峠
・
三
国
山
・
大
源
太
山
」 

 

 
 

（
二
〇
〇
七
年
五
月
二
一
日
） 

●
登
山
口
ま
で
の
ア
ク
セ
ス 

  

前
回
の
白
毛
門
の
時
と
同
じ
よ
う
に
、
駒
寄
Ｐ
Ａ
で
出
入
り

作
業
を
し
て
早
朝
割
引
の
対
象
に
な
る
。
今
回
は
水
上
Ｉ
Ｃ
ま

で
行
か
ず
＜
、
月
夜
野
Ｉ
Ｃ
を
六
時
過
ぎ
に
降
り
、
通
勤
割
引

の
対
象
に
な
る
。
時
間
調
整
の
た
め
今
回
も
「
赤
城
高
原
Ｓ
Ａ
」

で
ト
イ
レ
休
憩
・
朝
食
を
済
ま
せ
る
。 

  

月
夜
野
Ｉ
Ｃ
か
ら
は
、
バ
イ
バ
ス
的
な
道
路
を
一
七
号
ま
で

行
き
、
約
二
〇
分
ほ
ど
で
、
猿
ヶ
京
の
温
泉
街
に
入
る
。
帰
り

に
予
定
し
て
い
る
「
日
帰
り
温
泉
・
ま
ん
て
ん
星
の
湯
」
の
位

置
確
認
を
す
る
。
こ
こ
か
ら
国
道
は
や
や
狭
く
な
り
、
法
師
温

泉
へ
の
道
を
分
け
、
国
道
が
曲
が
り
く
ね
り
、
急
勾
配
に
な
る

と
三
国
ト
ン
ネ
ル
の
入
り
口
の
「
管
理
事
務
所
の
駐
車
場
」
に

着
い
た
。
先
着
の
方
が
い
て
挨
拶
す
る
（
こ
の
後
、
山
道
で
何

度
か
会
う
）。
長
靴
姿
な
の
で
地
元
の
人
か
と
思
う
。 

 
●
登
山
口
か
ら
三
国
峠
・
三
国
山
へ 

  

橋
を
渡
り
ト
ン
ネ
ル
手
前
の
右
手
の
登
山
道
か
ら
三
国
峠
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を
目
指
す
。
沢
筋
の
明
る
い
道
を
行
く
。
今
日
も
晴
天
で
暑
く

な
り
そ
う
だ
。
沢
か
ら
離
れ
山
肌
を
巻
く
よ
う
に
登
る
と
、
三

国
峠
に
着
く
。
新
潟
側
か
ら
登
ら
れ
た
と
い
う
七
〇
歳
台
後
半

の
元
気
な
ご
夫
婦
に
会
う
。 

  

峠
の
神
社
を
右
手
か
ら
巻
き
、
木
の
階
段
の
道
を
登
る
。
汗

が
吹
き
出
る
が
、
黄
色
や
紫
色
の
小
さ
な
花
に
慰
め
ら
れ
る
。

三
国
山
の
中
腹
（
写
真
）
の
ベ
ン
チ
か
ら
、
新
潟
側
の
湯
沢
の

温
泉
街
や
雪
を
頂
く
苗
場
山
が
見
え
た
。 

 

●
三
国
山
か
ら
三
角
山
へ 

  

三
角
山
の
直
下
は
ガ
レ
場
で
木
の
階
段
が
組
ま
れ
、
両
側
は

植
生
の
た
め
か
養
生
さ
れ
て
い
た
。
三
角
山
は
上
州
側
の
展
望

だ
け
で
、
ア
ブ
が
多
く
早
々
に
退
却
、
三
角
山
へ
の
尾
根
道
に

出
る
。
行
く
手
に
、
国
境
の
雪
化
粧
し
て
い
る
平
標
山
・
仙
の

倉
山
が
見
え
、
そ
の
手
前
に
「
大
源
太
山
」
が
見
え
た
。 

  

尾
根
道
は
多
少
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
は
あ
る
も
の
の
、
展
望
に

恵
ま
れ
、
ま
た
登
山
道
の
左
右
に
小
さ
な
黄
色
の
花
が
続
い
て

咲
い
て
お
り
、
快
適
な
歩
き
と
な
っ
た
（
時
折
、
残
雪
の
箇
所

が
で
て
く
る
が
歩
き
に
支
障
は
な
い
）
。 

 

●
大
源
太
山
・
山
頂
の
展
望 

  

大
源
太
山
が
ぐ
っ
と
近
づ
く
と
、
三
角
山
の
頂
上
に
着
く
。

湯
沢
の
「
浅
貝
」
へ
の
下
り
道
を
分
け
、
左
手
に
巻
く
よ
う
に

行
く
と
、
平
標
山
の
家
へ
の
道
か
ら
、
右
手
の
「
大
源
太
山
・

山
頂
」
を
行
く
。
こ
こ
で
先
ほ
ど
の
駐
車
場
で
あ
っ
た
単
独
の

方
と
出
会
う
。
こ
れ
か
ら
平
標
山
の
家
を
往
復
し
て
戻
る
と
い

う
。
別
れ
て
、
さ
ら
に
行
く
と
二
〇
分
ほ
ど
で
山
頂
に
出
た
。 

  

三
六
〇
度
の
展
望
と
は
こ
の
こ
と
を
い
う
。
改
め
て
、
南
・

西
の
上
州
・
信
州
側
の
山
々
（
実
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
）
、

北
の
越
後
の
「
苗
場
山
」
、
足
元
か
ら
続
く
尾
根
の
先
の
、
上

越
国
境
の｢

平
標
山｣

「
仙
の
倉
山
」
、
「
万
太
郎
山
」
、
そ
の
東

側
に
連
な
る
「
谷
川
岳
」
、
そ
の
山
間
に
見
え
る
「
白
毛
門
・

笠
が
岳
」
の
稜
線
、
上
州
武
尊
山
、
さ
ら
に
荒
船
山
ま
で
…
。 

  

天
候
狙
い
の
日
程
組
み
を
し
て
い
る
せ
い
も
あ
り
、
先
週
の
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白
毛
門
か
ら
の
谷
川
岳
（
マ
チ
ガ
沢
・
一
の
倉
沢
・
幽
の
沢
）

の
展
望
と
い
い
、
今
回
の
こ
の
国
境
の
山
々
の
展
望
と
い
い
、

本
当
に
天
候
に
恵
ま
れ
た
。
こ
こ
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
充
、
ス
ポ

ド
リ
も

5
0
0
c
c
2

本
こ
こ
ま
で
で
飲
み
干
し
た
（
熱
中
症
予
防

の
た
め
）。
水
に
入
れ
替
え
る
。 

 

●
帰
り
の
残
雪
で
ア
イ
ゼ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

  

雲
行
き
が
群
馬
側
か
ら
怪
し
く
な
り
始
め
る
…
と
い
っ
て

も
雨
の
心
配
は
な
さ
そ
う
。
三
角
山
か
ら
三
国
山
の
尾
根
道
は

ガ
イ
ド
に
、
行
き
も
帰
り
も
同
じ
時
間
と
あ
る
。
行
き
と
は
逆

向
き
の
景
色
を
見
な
が
ら
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰
り
返
す
。 

  

途
中
の
残
雪
と
続
き
の
泥
道
の
登
り
で
、
ア
イ
ゼ
ン
と
ス
ト

ッ
ク
の
使
い
勝
手
を
試
す
。
三
国
山
下
の
峠
へ
の
近
道
を
辿
り
、

長
い
木
の
階
段
を
下
る
。
中
腹
の
ベ
ン
チ
で
、
先
ほ
ど
の
単
独

の
方
（
前
橋
の
在
だ
と
か
）
に
追
い
つ
か
れ
る
。
峠
か
ら
計
画

を
変
更
し
て
そ
の
ま
ま
登
山
口
に
下
っ
た
。 

  

帰
り
は
、
峠
か
ら
一
五
分
ほ
ど
の
猿
ヶ
京
の
日
帰
り
温
泉

「
ま
ん
て
ん
星
の
湯
」
で
汗
を
流
す
。
内
湯
は
さ
ほ
ど
で
な
か

っ
た
が
、
赤
谷
湖
を
望
む
四
種
類
の
露
天
風
呂
が
な
か
な
か
の

も
の
だ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
新
治
村
の
道
の
駅
で
買
い
物
を
し
て

月
夜
野
Ｉ
Ｃ
に
四
時
過
ぎ
に
は
い
る
。
東
松
山
Ｉ
Ｃ
で
出
入
り

作
業
し
て
通
勤
割
引
を
受
け
る
。
六
時
に
は
帰
宅
で
き
た
。 

 ■

こ
の
コ
ー
ス
で
出
合
っ
た
五
月
中
・
下
旬
に
咲
く
花
々 

  

草
原
に
群
生
…
と
ま
で
い
か
な
い
が
、
登
山
道
や
木
の
階
段

の
左
右
に
黄
色
（
エ
チ
ゴ
キ
ジ
ム
シ
ロ
？
）
や
紫
色
（
シ
ラ
ネ

ア
オ
イ
？
）
の
小
さ
な
花
が
何
輪
か
ま
と
ま
っ
て
咲
い
て
お
り
、

登
り
の
辛
さ
を
慰
め
て
く
れ
る
。 

  

下
の
写
真
の
花
々
の
名
前
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た

も
の
だ
が
確
実
で
な
い
。
谷
川
岳
（
上
越
国
境
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
取
り
組
む
以
上
、
い
ず
れ
腰
を
落
ち
着
け
て
調
べ
知

り
た
い
も
の
だ
。 
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  ①三国峠上から苗場山方面を望む   ②三国峠上から三国山への道 

 

    
 ③ 三国山から大源太山に続く尾根道  ④大源太山から谷川岳方面を望む 

 

    
 ⑨帰り道・三角山から三国山方面    ⑩三国山トンネル・群馬側の入り口 

 

 

 この山域の花 

  
エチゴキジムシロ  シラネアオイ  タムシバ    ガクアジサイ   コイワカガミ 
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■目的地までの交通機関・自動車コース 

●往路…自宅＝4.00－関越・練馬 IC－98.5km－駒寄 PA（5.30・出入）－（赤城

高原休憩・32.5km）－月夜野 IC＝6.10－17 号線・約 30km・40 分－三国峠トン

ネル入り口付近・駐車場＝6.45 

 

●帰路… 駐車場＝14.30―猿ヶ京・まんてん星の湯（～15.30+0.30）－月夜野

IC－91.7km－東松山 IC（出入）＝17.10－（0.40）－練馬ＩＣ・自宅＝18.00～ 

 

 

■登山コース・タイム 

●往路… 三国トンネル・駐車場＝7.00－（0.40）－三国峠＝7.40－（1.00）－

三国山（1636m）＝8.40―（1.30）－三角山＝10.10－（0.30）―大源太山（1764m）

＝10.40～11.10 

 

●帰路… 大源太山＝11.10－（1.30）－三国山・まき道＝12.40－（0.30＋0.10）

－三国峠＝13.20－（0.30）－三国トンネル・駐車場＝13.50 
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↑松ノ木沢頭からマチガ沢（左）・一の倉沢（中）・幽の沢 

一
、
谷
川
連
峰
（
上
越
国
境
）
の
山
々 

 
 

「
土
合
・
白
毛
門
・
土
合
」 

 

 
 

（
二
〇
〇
七
年
五
月
一
六
日
） 

●
登
山
口
ま
で
の
ア
ク
セ
ス 

  

自
宅
を
四
時
少
し
前
に
出
る
。
関
越
道
の
利
用
は
、
入
口
ま

で
一
〇
分
ほ
ど
で
気
が
楽
だ
。
割
引
制
度
を
最
大
限
活
用
す
る
。

ま
ず
早
割
（
五
〇
％
オ
フ
）
活
用
の
た
め
「
練
馬
Ｉ
Ｃ
」
か
ら

入
り
「
駒
寄
Ｐ
Ａ
」
で
高
速
を
一
旦
出
る
。
同
じ
所
か
ら
入
り

「
水
上
Ｉ
Ｃ
」
ま
で
通
勤
割
引
（
五
〇
％
オ
フ
）
を
活
用
す
る

（
た
だ
し
水
上
Ｉ
Ｃ
を
六
時
過
ぎ
に
通
過
す
る
よ
う
調
整
す

る
必
要
が
あ
る
）
。
通
常
の
約
半
額
と
な
る
。
帰
り
は
水
上
～

花
園
（
五
時
過
ぎ
に
出
る
必
要
あ
り
）
の
通
勤
割
引
だ
け
。 

  

「
駒
寄
Ｐ
Ａ
」
は
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
端
に
「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用

の
出
入
り
ゲ
ー
ト
」
が
あ
り
、
数
秒
で
出
入
り
が
完
了
す
る
。

余
計
な
時
間
が
か
か
ら
ず
便
利
だ
。
休
憩
や
買
い
物
・
飲
食
は

「
赤
城
高
原
Ｓ
Ａ
」
の
方
が
便
利
。 

  
水
上
Ｉ
Ｃ
を
降
り
て
谷
川
岳
方
面
に
進
む
。
途
中
で
左
に
猿

ヶ
京
方
面
を
分
け
、
水
上
駅
を
過
ぎ
て
、
右
に
藤
原
湖
・
宝
川

温
泉
方
面
を
分
け
る
。
湯
檜
曽
駅
を
左
に
、
土
合
駅
を
右
に
見

て
、
駐
車
場
（
標
高
約
七
〇
〇
ｍ
）
に
着
く
。 
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●
登
山
口
か
ら
湾
曲
し
た
大
木 

  

駐
車
場
の
奥
へ
進
む
と
案
内
板
と
白
毛
門
へ
の
道
標
と
登

山
届
の
箱
が
あ
り
そ
の
先
に
白
毛
門
沢
の
流
れ
を
渡
る
橋
が

あ
る
。
登
り
始
め
は
ブ
ナ
の
新
緑
が
と
て
も
美
し
い
。
今
年
初

め
て
の
「
緑
ら
し
い
緑
＝
陽
に
輝
く
若
葉
だ
」
。 

  

谷
川
岳
の
残
雪
の
多
い
マ
チ
ガ
沢
を
、
左
手
に
垣
間
見
な
が

ら
尾
根
筋
の
登
り
が
続
く
。
ガ
イ
ド
に
あ
る
様
に
木
の
根
を
頼

り
に
登
る
と
い
っ
た
急
勾
配
が
一
時
間
余
り
続
い
た
。
白
毛
門

沢
の
滝
が
見
え
る
、
湾
曲
し
た
大
木
の
あ
る
広
場
に
出
て
一
休

み
す
る
。
左
手
に
は
一
の
倉
沢
が
見
え
て
い
る
。 

 

●
大
木
か
ら
松
ノ
木
沢
の
頭 

  

大
木
の
広
場
か
ら
先
は
、
緩
や
か
な
尾
根
の
樹
間
の
道
を
行

く
。
足
元
の
小
さ
な
花
や
、
石
楠
花
や
名
も
知
ら
ぬ
白
い
花
が
、

登
山
道
の
左
右
に
咲
き
春
を
感
じ
さ
せ
る
。
右
手
に
武
能
岳
の

丸
山
沢
（
？
）
の
雪
解
け
の
凄
い
水
量
の
沢
筋
が
見
え
る
。
左

手
に
は
ス
キ
ー
場
の
あ
る
天
神
平
が
同
じ
高
さ
に
見
え
る
。
森

林
限
界
に
近
づ
い
て
き
て
、
展
望
が
さ
ら
に
広
が
り
開
放
的
な

気
分
に
な
る
。
約
一
時
間
半
で
松
ノ
木
沢
の
頭
（
一
四
八
四
ｍ
）

に
着
く
。
（
後
か
ら
知
っ
た
が
）
谷
川
岳
の
マ
チ
ガ
沢
・
一
の

倉
沢
・
幽
の
沢
の
正
面
展
望
（
パ
ノ
ラ
マ
）
は
、
こ
こ
が
一
番

と
思
う
。
さ
ら
に
太
陽
の
位
置
か
ら
は
午
前
中
が
最
適
だ
。 

 

●
松
ノ
木
沢
の
頭
か
ら
白
毛
門
・
山
頂 

  

松
ノ
木
沢
の
頭
で
、
単
独
の
登
山
者
に
会
う
。
も
う
山
頂
を

往
復
し
て
き
た
と
い
う
。
早
い
と
思
っ
た
ら
高
崎
の
在
の
人
だ

っ
た
。
私
も
エ
ネ
ル
ギ
を
補
充
す
る
（
朝
は
Ｓ
Ａ
で
ソ
バ
を
食

べ
、
大
木
で
エ
ネ
ル
ギ
を
補
充
し
た
）
。 

  

上
部
の
登
山
道
が
雪
渓
に
埋
も
れ
て
い
る
ら
し
い
。
い
よ
い

よ
ア
イ
ゼ
ン
と
ス
ト
ッ
ク
が
必
要
に
な
る
か
…
。
雪
の
量
は
話

ほ
ど
で
も
な
い
が
、
折
角
用
意
し
て
き
た
道
具
な
の
で
試
し
て

み
る
。
春
の
雪
は
グ
ズ
グ
ズ
で
ア
イ
ゼ
ン
が
気
持
ち
よ
く
効
く

と
い
う
感
じ
で
は
な
い
。
足
元
か
ら
切
れ
落
ち
る
よ
う
な
勾
配

が
き
つ
い
場
所
で
は
、
高
度
感
も
あ
り
緊
張
を
強
い
ら
れ
る
。 
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雪
渓
の
部
分
を
抜
け
る
と
、
雪
解
け
の
流
れ
で
滑
り
や
す
く

な
っ
た
岩
道
や
、
雪
渓
の
際
を
行
く
登
山
道
が
で
て
き
た
。
ア

イ
ゼ
ン
や
ス
ト
ッ
ク
が
逆
に
邪
魔
に
な
り
外
す
（
ま
た
使
う
場

所
が
あ
る
か
と
思
い
手
に
持
っ
て
登
る
）
。
岩
場
の
道
が
多
く

な
り
鎖
場
も
出
て
き
た
。
ど
れ
が
ジ
ジ
岩
か
バ
バ
岩
か
わ
か
ら

な
い
う
ち
に
、
程
な
く
山
頂
に
着
く
。 

 

●
山
頂
の
展
望 

  

ま
だ
ま
だ
残
雪
の
多
い
、
天
神
平
か
ら
谷
川
岳
・
一
の
倉

沢
・
茂
倉
岳
・
武
能
岳
な
ど
上
越
国
境
の
山
々
（
山
間
に
万
太

郎
・
仙
の
倉
の
山
並
み
も
）
が
紺
碧
の
空
の
下
、
連
な
っ
て
い

る
。
蓬
峠
で
一
旦
標
高
を
下
げ
、
七
つ
小
屋
山
へ
は
ま
た
登
り

と
な
る
。
目
前
に
足
元
か
ら
続
く
笠
ケ
岳
・
朝
日
岳
が
迫
る
よ

う
に
見
え
る
。
縦
走
路
の
尾
根
筋
も
か
な
り
雪
が
深
い
。 

  

こ
れ
ら
国
境
の
山
々
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
上
州
武
尊
山
や

日
光
白
根
山
、
尾
瀬
の
至
仏
山
・
燧
ケ
岳
が
や
は
り
雪
を
頂
い

て
そ
び
え
て
い
る
。
尾
瀬
の
左
手
に
は
、
平
ケ
岳
・
越
後
駒
ケ

岳
・
巻
機
山
の
稜
線
が
続
く
。 

 

山
頂
で
独
り
エ
ネ
ル
ギ
補
充
し
て
い
る
と
単
独
行
の
人
が

続
い
て
到
着
し
た
。
先
の
方
は
そ
の
ま
ま
笠
ケ
岳
・
朝
日
岳
の

方
へ
向
か
っ
た
ら
し
い
。 

 

● 

白
毛
門
の
下
り
は
険
し
い 

  

山
頂
か
ら
の
下
り
は
、
ア
イ
ゼ
ン
も
ス
ト
ッ
ク
も
仕
舞
い
込

み
、
両
手
を
フ
リ
ー
に
し
て
慎
重
に
下
る
。
雪
で
登
山
道
が
痛

め
つ
け
ら
れ
た
よ
う
で
、
ル
ー
ト
が
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
と
こ
ろ

や
、
崩
れ
た
と
こ
ろ
が
多
く
、
頂
上
直
下
か
ら
し
ば
ら
く
は
高

度
感
も
出
る
の
で
（
下
り
に
は
）
極
め
て
危
な
い
。 

  

ご
夫
婦
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
出
会
う
。
そ
の
後
、
道
を
間
違
え

藪
漕
ぎ
で
登
り
返
す
。
雪
渓
の
た
め
ア
イ
ゼ
ン
を
使
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
は
結
果
と
し
て
な
か
っ
た
。
松
ノ
木
沢
の

頭
ま
で
、
ガ
イ
ド
で
は
四
〇
分
と
あ
る
が
慎
重
に
下
り
一
時
間

か
か
っ
た
。
ホ
ッ
と
し
て
最
後
の
パ
ノ
ラ
マ
を
楽
し
む
。 

  

ガ
イ
ド
で
は
こ
の
松
ノ
木
沢
の
頭
か
ら
駐
車
場
ま
で
一
時

間
半
と
あ
る
。
登
り
と
下
り
の
時
間
差
が
一
時
間
も
あ
る
…
い
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か
に
急
勾
配
の
上
り
下
り
か
の
証
明
…
。
靴
の
紐
を
締
め
な
お

し
て
下
る
。
登
り
で
は
気
づ
か
な
か
っ
た
花
々
の
美
し
さ
が
慰

め
と
な
る
。
こ
こ
に
も
石
楠
花
が
咲
い
て
い
る
。
昨
年
の
奥
秩

父
（
甲
武
信
ケ
岳
か
ら
十
文
字
峠
）
を
思
い
出
す
（
こ
ち
ら
は
、

密
集
は
し
て
い
な
い
）。
一
時
間
ほ
ど
で
大
木
の
広
場
に
出
た
。

そ
こ
か
ら

4
0

分
ほ
ど
で
橋
の
あ
る
河
原
に
降
り
立
ち
、
汗
を

流
し
た
。 

 

●
ま
と
め 

  

奥
秩
父
と
谷
川
岳
（
今
回
は
白
毛
門
）
の
森
林
限
界
は
随
分

と
違
う
。
奥
秩
父
は
二
五
〇
〇
ｍ
近
く
に
森
林
限
界
が
あ
る
。

谷
川
岳
周
辺
は
一
五
〇
〇
ｍ
位
が
森
林
限
界
の
よ
う
だ
。
そ
の

う
え
こ
ち
ら
は
名
だ
た
る
豪
雪
地
帯
だ
。
残
雪
は
多
い
し
、
雪

解
け
後
の
登
山
道
（
特
に
森
林
限
界
以
上
の
）
は
か
な
り
荒
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

  

一
四
時
三
〇
分
駐
車
場
発
の
た
め
、
時
間
余
裕
が
あ
り
、
日

帰
り
温
泉
…
湯
・
テ
ル
メ
に
寄
る
。
露
天
風
呂
が
な
か
な
か
良

か
っ
た
（
後
で
気
が
つ
い
た
が
時
計
を
忘
れ
た
…
安
物
だ
が
）
。 
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  ① 白毛門・登山口のブナの新緑    ② 辛い登りを慰める谷川岳の稜線 

 

    
  ③ 松ノ木沢の頭          ④ 白毛門から笠ケ岳・朝日岳 

 

    
  ⑤ 白毛門から燧ケ岳・至仏山  ⑥ 白毛門から上州・武尊山 

 

  
  ⑦ シャクナゲ  ⑧ タムシバ  ⑨ 谷川温泉・日帰りの湯 
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■目的地までの交通機関・自動車コース 

●往路…自宅＝4.00－関越・練馬 IC－98.5km－駒寄 PA（5.30・出入）－42.5km

－水上 IC＝6.10－291号線・20km－土合橋・駐車場＝6.30 

 

●帰路…駐車場＝15.00―テルメ（～15.45）－水上 IC－84.9km－花園 IC（出入）

＝17.20－練馬＝16.10 

 

 

■登山コース・タイム 

●往路… 駐車場＝6.50－（2.40）－松ノ木沢ノ頭＝9.30～10.00―（1.00）―

白毛門（1720ｍ）＝11.00 

 

●帰路… 白毛門＝11.00～11.30―（1.00）―松ノ木沢ノ頭＝12.30―（1.40）

―駐車場＝14.10～14.30 

 

 



68 

二
、
尾
瀬
・
会
津
の
山
々 
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↑山ノ鼻・尾瀬植物研究見本園から見る「至仏山」 

二
、
尾
瀬
・
会
津
の
山
々 

 
 

「
尾
瀬
＝
山
の
鼻
・
至
仏
山
・
鳩
待
峠
」 

 
 

（
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
二
二
日
） 

●
登
山
口
ま
で
の
ア
ク
セ
ス 

  

自
宅
を
四
時
三
〇
分
に
出
る
。
練
馬
Ｉ
Ｃ
か
ら
関
越
に
乗
り
、

例
に
よ
っ
て
早
割
り
の
た
め
「
駒
寄
Ｐ
Ａ
」
で
出
入
り
す
る
。

こ
の
季
節
、
五
時
半
過
ぎ
な
い
と
明
る
く
な
ら
な
い
。
赤
城
高

原
Ｓ
Ａ
で
時
間
調
整
し
、
今
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
お
に
ぎ
り

を
買
う
。
沼
田
Ｉ
Ｃ
に
は
六
時
少
し
過
ぎ
に
出
て
通
勤
割
引
と

す
る
。
往
き
の
高
速
代
が
こ
れ
で
半
額
に
な
る
。
沼
田
か
ら
は

一
二
〇
号
線
（
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
）
で
片
品
温
泉
・
吹
き
割

り
の
滝
を
通
り
鎌
田
で
四
〇
一
号
線
（
沼
田
街
道
）
に
入
り
「
戸

倉
」
に
着
く
。 

  

自
家
用
車
の
通
行
規
制
時
（
昨
日
一
〇
月
二
一
日
ま
で
）
に

は
こ
こ
の
駐
車
場
に
と
め
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
鳩
待
峠
に
登
る
。

今
日
は
解
除
初
日
で
、
前
後
の
車
も
そ
の
ま
ま
峠
を
目
指
す
。

登
る
に
連
れ
て
紅
葉
が
綺
麗
だ
。
朝
日
に
映
え
て
い
る
。
駐
車

場
は
こ
の
時
間
で
、
ほ
ぼ
満
車
に
近
か
っ
た
。
平
日
な
の
に
管

理
人
が
居
て
、
次
々
来
る
車
を
誘
導
し
て
い
た
。
駐
車
料
金
も

結
構
高
い
。 
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●
鳩
待
峠
か
ら
山
の
鼻
・
尾
瀬
植
物
研
究
見
本
園 

 

  

写
真
で
何
度
も
見
た
鳩
待
峠
に
着
く
。
道
標
に
導
か
れ
て
、

尾
瀬
ヶ
原
方
面
に
入
る
。
川
上
川
沿
い
に
木
の
道
が
続
く
が
、

日
の
当
た
ら
な
い
と
こ
ろ
は
一
部
凍
っ
て
い
た
り
、
霜
が
降
り

て
い
た
り
で
滑
っ
て
危
な
っ
か
し
い
。 

  

山
の
鼻
近
く
の
木
橋
を
渡
る
付
近
で
は
川
沿
い
の
紅
葉
が

朝
日
に
際
立
っ
て
い
た
。
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
や
至
仏
山
荘
の

建
物
の
前
の
ベ
ン
チ
で
朝
食
に
す
る
。
四
〇
数
年
前
に
Ｏ
君
と

彼
の
妹
と
私
で
こ
こ
ま
で
来
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
（
こ
の
時

の
至
仏
山
荘
の
カ
ラ
ー
の
写
真
が
残
っ
て
い
る
）。 

 

●
見
本
園
か
ら
至
仏
山 

  

植
物
見
本
園
に
入
る
と
草
紅
葉
の
広
い
高
原
（
園
内
・
写
真
）

に
出
る
。
こ
の
季
節
も
い
い
が
春
や
初
夏
は
さ
ら
に
素
晴
ら
し

い
の
だ
ろ
う
。
正
面
に
は
裾
に
樹
林
が
広
が
る
、
優
し
い
感
じ

の
な
だ
ら
か
な
至
仏
山
が
見
え
る
。 

 

 

登
り
は
木
道
・
木
段
・
石
段
と
一
直
線
の
登
り
が
続
く
。
水

の
道
で
も
あ
り
土
の
出
で
居
る
と
こ
ろ
は
滑
り
や
す
い
。
森
林

限
界
が
意
外
と
低
く
ま
も
な
く
視
界
の
開
け
る
ベ
ン
チ
に
到

着
し
た
。
鳩
待
峠
か
ら
至
仏
山
に
登
り
こ
こ
へ
下
山
し
て
き
た

人
に
会
う
。
振
り
返
る
と
尾
瀬
ヶ
原
が
眼
下
に
広
が
り
、
そ
の

さ
き
に
燧
ケ
岳
が
男
性
的
な
山
容
（
写
真
）
を
見
せ
て
い
た
。 

 

●
至
仏
山
・
山
頂
と
三
六
〇
度
の
展
望 

  

森
林
限
界
を
超
え
展
望
が
開
け
る
と
「
裸
地
」
と
い
わ
れ
て

い
る
土
の
露
出
し
た
り
、
岩
の
崩
れ
た
と
こ
ろ
…
人
の
手
で
養

生
さ
れ
て
い
る
…
が
多
く
な
る
。
傾
斜
が
ゆ
る
く
な
り
「
高
天

の
原
」
に
着
く
。
山
頂
近
く
を
思
わ
せ
る
が
、
そ
こ
か
ら
右
手

に
巻
き
気
味
に
木
道
が
続
き
さ
す
が
に
ヘ
タ
る
。 

  

鳩
待
峠
か
ら
四
時
間
、
山
の
鼻
か
ら
約
三
時
間
超
で
山
頂
に

着
く
。
二
〇
人
近
く
の
人
た
ち
が
昼
食
を
取
っ
て
い
た
。
山
の

鼻
か
ら
の
登
山
者
は
私
の
前
後
の
四
～
五
人
だ
っ
た
の
で
、
鳩

待
峠
か
ら
の
往
復
登
山
者
な
の
だ
ろ
う
。 
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山
頂
・
道
標
の
上
に
展
望
盤
が
あ
り
、
そ
の
助
け
を
借
り
て

山
座
同
定
を
す
る
。
「
燧
ケ
岳
」
の
右
手
遠
方
に
「
会
津
駒
ケ

岳
」
が
、
続
い
て
手
前
に
「
平
ケ
岳
」
が
見
え
る
。
そ
の
右
手

遠
方
に
は
「
越
後
駒
ケ
岳
」
か
そ
の
手
前
に
あ
る
「
中
岳
」
、

そ
し
て
「
八
海
山
」
、
更
に
右
手
に
「
巻
機
山
」
、
「
谷
川
岳
」

が
続
く
。
谷
川
岳
か
ら
の
上
越
国
境
の
山
々
は
そ
の
裏
側
で
見

え
な
い
（
帰
っ
て
か
ら
地
図
で
確
認
し
た
。） 

 

●
至
仏
山
か
ら
小
至
仏
山 

  

山
頂
は
ラ
ッ
シ
ュ
だ
っ
た
の
で
休
憩
・
昼
食
は
先
へ
伸
ば
す
。

小
至
仏
山
へ
の
稜
線
は
、
見
か
け
に
よ
ら
ず
岩
混
じ
り
の
小
さ

な
上
り
下
り
が
続
き
、
休
憩
な
し
は
身
体
に
は
い
さ
さ
か
シ
ン

ド
イ
。
途
中
の
ピ
ー
ク
の
岩
陰
に
は
雪
が
結
構
残
っ
て
い
た
。

風
の
少
な
い
鞍
部
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
充
す
る
。
振
り
返
れ
ば
、

こ
ち
ら
か
ら
も
至
仏
山
の
た
お
や
か
な
山
容
が
見
え
た
。
こ
れ

か
ら
登
る
小
至
仏
山
の
ピ
ー
ク
の
上
に
は
、
秋
の
雲
が
広
が
っ

て
い
た
。 

  

小
至
仏
山
の
ピ
ー
ク
も
団
体
に
占
拠
さ
れ
て
い
た
。
明
日
登

る
予
定
の
「
上
州
・
武
尊
山
」
の
特
徴
あ
る
稜
線
が
見
え
る
。

こ
こ
か
ら
先
に
分
岐
の
あ
る
「
笠
ケ
岳
」
も
ピ
ラ
ミ
ダ
ル
な
山

容
を
見
せ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
も
尾
瀬
ヶ
原
の
一
部
と
燧
ケ
岳

が
見
え
る
。
振
り
返
る
と
至
仏
山
を
見
え
た
。
こ
う
し
て
同
時

に
見
比
べ
て
み
る
と
、
燧
ケ
岳
は
男
性
的
に
荒
々
し
く
、
至
仏

山
は
女
性
的
に
た
お
や
か
で
、
対
照
的
な
山
容
だ
。 

 

●
笠
ケ
岳
分
岐
・
オ
ヤ
マ
沢
田
代
・
鳩
待
峠 

  

小
至
仏
山
か
ら
の
下
り
は
木
道
・
木
段
が
続
き
、
オ
ヤ
マ
沢

田
代
の
湿
原
ま
で
見
え
て
い
る
。
楽
な
下
り
続
き
で
ベ
ン
チ
の

あ
る
休
憩
所
に
で
る
。
先
ほ
ど
の
団
体
さ
ん
が
こ
こ
で
も
占
拠

し
て
い
た
。
休
ま
ず
進
む
と
、
笠
ケ
岳
へ
の
分
岐
に
出
て
、
そ

の
先
に
オ
ヤ
マ
沢
田
代
の
湿
原
が
現
れ
た
。
そ
の
先
か
ら
は
森

林
帯
に
入
り
紅
葉
の
木
々
の
道
を
気
持
ち
よ
く
歩
い
た
。
「
ナ

ナ
カ
マ
ド
の
赤
い
実
」
が
常
緑
樹
の
緑
を
バ
ッ
ク
に
際
立
っ
て

い
た
。
鳩
待
峠
ま
で
は
キ
ツ
イ
下
り
も
な
く
楽
な1

時
間
だ
っ

た
。
人
声
が
聞
こ
え
、
ロ
ッ
ジ
風
の
屋
根
が
見
え
る
と
そ
こ
は

鳩
待
峠
だ
っ
た
。 
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鳩
待
峠
の
駐
車
場
か
ら
「
戸
倉
」
に
戻
り
、
途
中
コ
ン
ビ
ニ

に
よ
っ
て
ビ
ー
ル
と
つ
ま
み
を
調
達
す
る
。
四
〇
一
号
線
（
日

本
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
）
の
鎌
田
で
金
精
峠
か
ら
の
道
を
合
わ

せ
、
平
川
で
右
折
し
六
四
号
線
（
奥
利
根
湯
け
む
り
街
道
）
を

通
り
「
花
咲
の
湯
」（
日
帰
り
温
泉
）
で
さ
っ
ぱ
り
す
る
。 

  

六
四
号
線
を
進
み
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
右
手
に
「
川
場
谷

野
営
場
」
の
道
標
が
あ
る
。
ダ
ー
ト
の
林
道
を
ゆ
っ
く
り
と
一

五
分
く
ら
い
進
む
と
、
結
構
広
い
駐
車
場
に
出
た
。
こ
こ
が
野

営
場
で
避
難
小
屋
・
ト
イ
レ
も
あ
っ
た
（
残
念
な
が
ら
水
場
は

近
く
に
な
い
）
。 

  

紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
林
道
を
行
く
と
、
黒
い
物
体
が
車
か

ら
二
〇
ｍ
ほ
ど
先
に
見
え
た
。
物
音
に
気
づ
い
て
動
き
出
し
た
。

動
作
は
ま
さ
し
く
テ
レ
ビ
や
動
物
園
で
見
た
こ
と
の
あ
る

「
熊
」
に
違
い
な
い
。
た
だ
し
、
図
体
は
大
き
く
な
か
っ
た
（
子

熊
？
…
近
く
に
親
熊
が
居
る
？
）
。
写
真
を
撮
る
暇
も
な
く
林

道
脇
の
斜
面
を
登
っ
て
い
っ
た
。
山
で
初
め
て
「
熊
」
を
み
た
。 

  

●
ま
と
め 

  

尾
瀬
が
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
、
尾
瀬
ヶ
原
・
尾
瀬

沼
の
散
策
が
人
気
の
あ
る
の
も
わ
か
る
。
水
芭
蕉
な
ど
本
命
の

花
の
季
節
は
な
お
さ
ら
だ
ろ
う
（
混
雑
は
別
に
し
て
）
。 

  

登
山
で
も
「
燧
ケ
岳
」
に
は
ぜ
ひ
登
っ
て
み
た
い
。
や
は
り

会
津
・
桧
枝
岐
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
し
て
会
津
駒
ケ
岳
・
平
ケ
岳

も
登
っ
て
み
た
い
。
さ
ら
に
今
日
山
頂
か
ら
見
た
、
新
潟
側
の

越
後
駒
ケ
岳
・
中
岳
・
八
海
山
、
巻
機
山
、
ま
た
、
群
馬
側
の

明
日
の
武
尊
山
の
向
か
い
側
に
あ
る
「
皇
海
山
」
も
…
来
年
の

課
題
に
。 
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  ① 鳩待峠・尾瀬ヶ原への入口      ② 山ノ鼻・尾瀬植物研究見本園 

 

   
   ③ 登山道から見た尾瀬ヶ原・燧ケ岳 

 

     
  ④ 至仏山・山頂      ⑤ 山頂で登頂記念 
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  ⑥ 稜線から至仏山を振り返る 

 

       
   ⑦ これから辿る小至仏山と秋の雲  ⑧ 鳩待峠の休憩所・バス停・駐車場 

 

   
  ⑨ 鳩待峠から戸倉への道の紅葉 
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■目的地までの交通機関・自動車コース 

●往路…自宅＝4.30－関越・練馬 IC－（98.5km・1.10）－駒寄 PA（5.40・出入）

－（27.3km・0.30）－沼田 IC＝6.10－（120・401 号線・39km+12ｋｍ・1.10）

－鳩待峠・駐車場＝7.20 

 

●帰路…鳩待峠・駐車場＝14.30―（0.20）－戸倉―（0.30＋花咲湯 1.00）－

川場谷・駐車場（車中泊）＝16.40 

 

 

■登山コース・タイム 

●往路…鳩待峠（1591ｍ）＝7.30－（0.50）－山ノ鼻＝8.20～8.40―（3.10）

－至仏山（2228ｍ）＝11.50 

 

●帰路…至仏山＝11.50～12.10－（0.40）－小至仏山（2162ｍ）＝12.50－（0.30）

－オヤマ沢田代＝13.20－（1.00）－鳩待峠・駐車場＝14.20―（コンビニ・花

咲の湯）―川場谷野営場・駐車場＝16.40 
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↑霧に浮かぶ「日本武尊命」像 （武尊山・山頂近く） 

二
、
尾
瀬
・
会
津
の
山
々 

 
 

「
上
州
＝
川
場
・
上
州
武
尊
山
・
川
場
」 

 
 

（
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
二
三
日
） 

●
登
山
口
ま
で
の
ア
ク
セ
ス 

  

尾
瀬
・
至
仏
山
に
登
り
、
鳩
待
ち
峠
に
下
山
。
駐
車
場
か
ら

「
戸
倉
」
に
戻
り
、
途
中
コ
ン
ビ
ニ
に
よ
っ
て
ビ
ー
ル
と
つ
ま

み
を
調
達
す
る
。
四
〇
一
号
線
（
日
本
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
）

の
鎌
田
で
金
精
峠
か
ら
の
道
を
合
わ
せ
、
平
川
で
右
折
し

6
4

号
線
（
奥
利
根
湯
け
む
り
街
道
）
を
通
り
「
花
咲
の
湯
」
（
日

帰
り
温
泉
）
で
さ
っ
ぱ
り
す
る
。
六
四
号
線
を
進
み
ト
ン
ネ
ル

を
抜
け
る
と
右
手
に
「
川
場
谷
野
営
場
」
の
道
標
が
あ
る
。
ダ

ー
ト
の
林
道
を
ゆ
っ
く
り
と
一
五
分
く
ら
い
進
む
と
、
結
構
広

い
駐
車
場
に
出
た
。
こ
こ
が
野
営
場
で
避
難
小
屋
・
ト
イ
レ
も

あ
っ
た
（
残
念
な
が
ら
水
場
は
近
く
に
な
い
）
。 

 

●
野
営
場
か
ら
前
武
尊 

  

車
中
泊
で
ま
だ
真
っ
暗
な
三
時
半
に
起
き
、
も
う
寝
れ
な
い

（
無
理
も
な
い
、
夕
べ
は
七
時
に
は
横
に
な
り
寝
入
っ
て
い

た
）
。
車
内
で
寝
床
を
片
付
け
た
り
着
替
え
た
り
し
て
四
時
に

は
外
に
出
る
。
ガ
ス
ボ
ン
ベ
で
お
湯
を
沸
か
し
、
ま
ず
コ
ー
ヒ

ー
を
一
杯
。
味
噌
汁
と
五
目
ご
飯
（
ア
ル
フ
ァ
米
…
朝
食
）
と
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梅
わ
か
め
ご
飯
（
同
・
昼
食
）
を
作
る
。
後
片
付
け
し
て
五
時

に
出
発
し
た
。 

  

ま
だ
真
っ
暗
な
野
営
場
を
後
に
し
て
林
道
を
進
む
。
風
が

時
々
強
く
吹
き
、
木
々
の
ざ
わ
め
き
に
、
原
始
的
な
恐
怖
感
を

呼
び
起
こ
さ
れ
ビ
ビ
る
。
不
動
岳
へ
の
分
岐
で
は
ま
だ
暗
く
、

空
に
星
は
な
く
曇
天
に
変
わ
っ
て
い
た
。
天
狗
尾
根
の
稜
線
近

く
な
っ
て
や
っ
と
明
る
く
な
っ
て
き
た
。
樹
林
帯
の
な
だ
ら
か

な
稜
線
を
進
み
、
思
い
の
外
早
く
ス
キ
ー
場
か
ら
の
道
と
出
会

っ
た
。
霧
の
中
で
笹
と
泥
の
道
を
苦
労
し
て
登
る
と
、
後
を
追

い
か
け
て
く
る
登
山
者
が
い
た
。
先
に
行
っ
て
も
ら
い
、
本
格

的
に
降
り
始
め
た
雨
の
中
、
前
武
尊
に
到
着
し
た
。
金
属
製
の

屋
根
柱
が
あ
り
日
本
武
尊
像
が
祭
ら
れ
て
い
た
。 

 

●
前
武
尊
か
ら
剣
が
峰
・
家
の
串
・
中
岳
・
武
尊
山 

  

雨
と
霧
で
展
望
は
全
く
な
い
。
先
の
男
性
登
山
者
（
後
で
聞

い
た
ら
足
利
の
人
・
同
年
輩
の
様
子
）
と
、
こ
の
雨
の
中
を
先

に
進
む
か
迷
う
。
、
私
は
時
間
も
早
い
（
七
時
半
過
ぎ
）
の
で

行
く
と
い
う
と
、
彼
も
一
緒
に
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ガ
イ

ド
で
は
武
尊
山
・
山
頂
ま
で
二
時
間
と
少
し
。
帰
り
も
同
じ
と

み
て
一
二
時
に
は
こ
こ
へ
戻
れ
る
と
踏
ん
だ
。 

  

前
武
尊
か
ら
笹
が
深
く
な
り
グ
ッ
シ
ョ
リ
と
濡
れ
る
。
滑
っ

て
歩
き
難
い
。
霧
の
中
に
浮
か
ん
だ
岩
峰
を
巻
い
て
、
山
肌
に

露
出
し
て
い
る
笹
の
根
が
滑
る
。
時
折
強
ま
る
風
に
煽
ら
れ
な

が
ら
行
く
。
霧
が
流
れ
こ
こ
も
滑
り
や
す
く
な
っ
た
岩
の
痩
せ

尾
根
を
慎
重
に
進
む
。
晴
れ
て
い
た
ら
高
度
感
が
出
て
怖
い
だ

ろ
う
。
二
～
三
箇
所
こ
の
よ
う
な
岩
稜
の
痩
せ
た
尾
根
筋
を
通

過
し
た
。 

  

ち
ょ
っ
と
し
た
ピ
ー
ク
の
「
家
の
串
」
を
通
過
し
、
武
尊
牧

場
か
ら
の
道
を
合
わ
せ
る
「
中
岳
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
」
に
着
く
。

こ
こ
か
ら
下
り
気
味
に
、
右
手
に
山
肌
を
巻
く
よ
う
に
進
む
。

何
し
ろ
霧
が
深
く
風
が
吹
き
上
げ
る
の
で
見
通
し
が
全
く
利

か
な
い
。
途
中
、
笹
清
水
（
菩
薩
界
の
水
）
や
三
つ
池
の
窪
地

（
池
塘
）
を
通
る
。
晴
れ
て
い
れ
ば
見
栄
え
す
る
だ
ろ
う
。 

  

山
頂
近
く
を
思
わ
せ
る
岩
峰
に
近
づ
く
と
並
ぶ
よ
う
に
し

て
「
日
本
武
尊
像
」
（
こ
の
レ
ポ
ー
ト
冒
頭
の
写
真
）
が
霧
の
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中
か
ら
浮
か
び
、
一
瞬
た
じ
ろ
ぐ
。
こ
こ
か
ら
更
に
左
手
に
巻

き
気
味
に
登
る
と
、
先
に
行
っ
て
い
た
彼
の
登
山
者
が
風
を
避

け
て
食
事
し
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
す
ぐ
山
頂
だ
っ
た
。
写
真
で

見
た
山
頂
の
道
標
が
あ
っ
た
。
や
っ
と
登
頂
記
念
写
真
を
撮
る
。 

 

●
武
尊
山
～
前
武
尊
・
ス
キ
ー
場
分
岐
・
川
場
谷
野
営
場 

  

彼
の
登
山
者
と
寒
さ
に
凍
え
な
が
ら
昼
食
と
す
る
。
ア
ル
フ

ァ
米
ご
飯
は
と
て
も
食
べ
る
気
が
し
な
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
甘

納
豆
を
い
く
つ
か
口
に
し
て
済
ま
す
。
と
に
か
く
寒
く
手
が
凍

え
る
。
靴
の
中
も
水
気
が
滲
み
込
ん
で
ジ
ク
ジ
ク
し
て
い
る
。

動
い
て
い
な
い
と
体
が
固
ま
る
。 

  

ほ
と
ん
ど
休
ま
ず
に
中
岳
・
家
の
串
の
ピ
ー
ク
、
何
箇
所
か

の
痩
せ
た
岩
尾
根
、
危
険
な
剣
が
峰
の
岩
峰
の
巻
き
道
、
山
肌

の
歩
き
難
い
滑
り
や
す
い
笹
の
斜
面
の
道
と
、
手
足
が
泥
だ
ら

け
、
身
体
全
体
が
び
し
ょ
濡
れ
に
な
り
な
が
ら
、
必
死
に
な
っ

て
通
過
し
た
。
一
二
時
に
予
定
通
り
、
前
武
尊
に
着
い
て
ホ
ッ

と
し
た
。
彼
の
登
山
者
と
ま
た
出
会
い
、
健
闘
を
た
た
え
る
。 

 

 

ス
キ
ー
場
に
陽
が
さ
し
て
い
た
。
尾
瀬
方
面
も
見
え
る
。
こ

こ
か
ら
紅
葉
の
素
晴
ら
し
い
道
を
ゆ
っ
く
り
と
下
っ
た
。
ナ
ナ

カ
マ
ド
の
紅
葉
が
常
緑
の
木
々
と
対
照
さ
れ
て
映
え
て
い
た
。

落
ち
葉
が
か
さ
か
さ
音
を
立
て
て
つ
い
て
き
た
。
林
道
に
出
て
、

予
定
通
り
二
時
に
駐
車
場
に
着
い
た
。 

 

●
ま
と
め 

  

車
中
泊
の
食
事
は
面
倒
が
っ
て
ラ
ー
メ
ン
餅
に
し
た
の
が

失
敗
。
朝
の
ア
ル
フ
ァ
米
・
ご
飯
は
い
さ
さ
か
し
ん
ど
か
っ
た

（
半
分
し
か
食
え
ず
）
。
昼
用
の
そ
れ
も
手
付
か
ず
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
代
用
し
た
。
山
の
天
気
は
変
わ
り
や
す
い
。
こ
こ
戸
倉
・

川
場
は
、
出
発
前
は
月
～
水
の
三
ケ
日
は
晴
天
、
晴
れ
時
々
曇

り
の
予
報
だ
っ
た
。
初
日
は
予
報
ど
お
り
。
晴
天
だ
っ
た
。
二

日
目
は
風
が
強
ま
り
霧
と
雨
の
登
山
と
な
っ
た
。 

  
帰
り
に
白
沢
の
道
の
駅
の
「
望
郷
の
湯
」
（
日
帰
り
の
湯
）

に
よ
る
予
定
が
、
直
接
、
関
越
の
沼
田
Ｉ
Ｃ
近
く
に
出
で
し
ま

い
、
湯
に
は
入
れ
ず
、
高
速
の
通
勤
割
引
に
は
早
す
ぎ
で
、
明

る
い
う
ち
に
帰
宅
と
な
っ
た
。 
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  ① 川場谷野営場の避難小屋・駐車場  ② 前武尊山への道・スキー場分岐 

 

    
  ③ 前武尊山・山頂      ④ 武尊山・山頂 

 

    
  ⑤ 武尊山・山頂    ⑥ 中岳付近の池塘 

 

    
  ⑦ 上から見た オグナ武尊スキー場  ⑧ 川場谷の紅葉 
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■目的地までの交通機関・自動車コース 

●往路…自宅＝4.30－関越・練馬 IC－（98.5km・1.10）－駒寄 PA（5.40・出入）

－（27.3km・0.30）－沼田 IC＝6.10－（120・401号線・39km+12ｋｍ・1.00+0.20）

－鳩待峠・駐車場＝7.30 

 

●帰路…川場野営場・駐車場＝14.30―（20ｋｍ・0.30）－沼田 IC＝15.00－（上

里ＳＡ立ち寄り・125km・2.00）－練馬 IC・自宅＝17.20 

 

 

■登山コース・タイム 

●往路…川場野営場・駐車場＝5.00－（1.40）－スキー場との分岐＝6.40―

（0.50）―前武尊＝7.30～7.40―（0.50）－家の串＝8.30－（0.30）―中ノ岳

＝9.00―（0.40）－武尊山（2158ｍ）＝9.40 

 

●帰路… 武尊山＝9.40～9.50－（1.50）－前武尊＝11.40～12.00－（2.00）－

川場野営場・駐車場＝14.00 
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二
、
尾
瀬
・
会
津
の
山
々 

 
 

 

（
尾
瀬
・
燧
ヶ
岳
） 

 
（
尾
瀬
ヶ
原
） 

 
（
会
津
駒
ヶ
岳
） 
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三
、
越
後
の
山
々 

 

（
巻
機
山
） 

 
（
八
海
山
・
越
後
駒
ヶ
岳
・
中
ノ
岳
） 

 
（
平
ヶ
岳
・
浅
草
岳
・
守
門
岳
） 
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